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誘るんだ ね。 

t 二へ巧ったらを走るどいぅ存在でちないめじ 
每 or たくさんのほがや快適を送りどとけている。 
いないょぅじを走て、ちゃんどそ I じいる。 

それが、管ちの巧術の正妹なんです。 >_; 
みんなのませのためじがんばっています、ょろ若〇 ' 苦；^ 
これホらもずつどずつと人ご巧帝め .、‘お^ 
あたたかい関がをちえていきますゎ目なです々 、 t 
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第化回国民体育大会 《 とびラめ国体 




旗本が2種目(巧年女子♦少年男子)に優勝 
化元•福岡が成年ち子2巧を制ず 


第が回国民体育大会は、福岡県で「とびぅめ国体」と銘打 
ち、秋季大会は9月の日に開幕した。 

ハンドボ—ル競巧は、の日から％日までの5日間、成年男 
子1部、成年舆子2部、成年女子、み年男子、少年女子の5 
種目に熱戦をくりにげた。ここじその詳報をおなえしよう。 
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〔戦評〕前半’スタートから両1 
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沖縄ス-ム4 
ヒルブク ) 3 

〔戦評〕前半、石川が福田のミド 
ルシュートで先制し、^分頃まで 
リ1ドを続けるが、沖縄も粘り強 
く 攻め、前半終了間際石 川に 退場 
者が出る。そこをうまく攻めて2 


点差で前半を終る。後半になって 
沖縄は余裕のある試合展開をする。 
石川もょく奮闘し9へ刀には連続速 
攻で1点差まで盛り返すもそこま 
でで、沖縄が3連続速攻で差をっ 
け勝利をものにする。石川も最後 
までがんばり好感がもてた。 


得〇 03552325004 
U 中田山田田戸下橋岡田井 
印 岡 
巧竹池止福真関圃古北西中 


された感じで、リバウンド、逆速 
攻さらにはミドル、サイドと讚岐 
クの得点を許し、巧—4と大差を 
つけられた。後半に入っても決定 
力に勝る讚岐クが速攻、セットで 
得点を重ね快勝した。 
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扣城島江嘉垣村里原嘉場城 
W 溜 舎 
新黒東名新武新内比喜新 
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爱遇运 4 (il5J U 香 
〔戦評〕前半、香川はょくボ1ル 
を回し攻めるが、湧永を中、心とず 
る広島の固いデイフェンスに 阻ま 
れ得点できない。逆に広島は速攻 


から 得点を重ね？ 318 で前半終了。 
後半も広島は、玉村、河原のロン 
グシュ ー ト、甲斐の速攻で如点し 
差をひろげた。香川も GK の好守 
など善戟したが、広島の圧滕であ 

つた。 
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W 田を井谷内田富口辺里濱旧 

^^平大亀泉か'浜高谷渡渡上浩 
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則藤川卷原が田山川田滯斐田 

版井宇酒河玉掘西中武^甲奥 
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京 都7 T — フー5福 岡 
(京都ク ) 1 证 Is 」 1 (全福圏 

〔戦評〕本年の教員大会決勝戦の 
再現、その後補強して万全を期す 
福岡、開始早々福岡•清家のロン 
グで立て続けに3点を先取と福岡 
上々の出だし、それにがし、京都 
シュートミスに て得点 決まらず 
分までノーゴール、しかし、 U 分 


の PT から波に乗り前半！：^-7で 

折り返す。後半、京都は余裕を取 
り戻し着々と加点、それじがし、 
福岡はあせり、思ぅょぅに得点決 
まらず、結局^;—巧で京都が騰利 
を握る。 
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け山澤浜柏野古藤清遠平早 
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の下本府間本口辺田がが藤水 

山咲国佐楠川池西西中加清 
得〇 00090014120 
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量(本田 9 ^ — 8 一 7 岩 手 
は研鈴壞 3 1219 」 1 (花巻ク) 

〔戦評〕前半開始、両チ I ムとも 
じミスが目立ったが、地力に勝る 
本田技研が速攻、セットを着実に 
決め W —8 で前半終了。後半花巻 
クも中島を中んにょく粘ったが、 
本田巧研のパヮーとスピードにつ 
いて行けず結局 g 5 l パで本田技研 







































が快勝。 
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〔戦評〕前半 W 分まで、ブラィン 
ドやステップシユートなど沖縄の 
持ち前のテクニックで互角に戦か 
つたが、セット、速攻ともに勝る 
大崎が多彩な攻撃と確実なデイフ 

エンスで着実に加点し快勝した。 
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V 做矢渡大大武首中お甲山珍宮 
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寄せつけない I 方的なゲーム、京 
都も全員で走り粘るが力の差はど 
ぅしょぅもなく前半終了。後半、 
京都のディフェンスがょくなり、 
パスカットからの速攻が決まりゲ 
1ムを盛り上げる。広島は点差が 
開いて気がゆるんだのか雑なプレ 
1が目立っ、逆に京都がゲ1ムを 
盛り上げ観客を喜ばせたが地力に 
勝る広島が逃げ巧る。 
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«下本府間本口辺田が村藤水 

15山咲国佐楠川池西西中加清 
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〔戦評〕日本リ I グ I 部同志のが 
戦となったこの試合は、スピード 
感あふれ1点を争ぅ好ゲームとな 
ったが、埼玉が接戦をものにした。 
前半中盤までは埼玉が押し気味で 
巧み 816 とリ I ドしていたが、 

一二重もミドルシュ . —卜が決まりだ 

し、前半は二一重が^3|^と2点リ 


谓〇00304022260 
:52木本本村西木村藤塚基口松 

に高橋山山香立福内大梅田平 
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〔戦評〕前半出だしは、一二重の高 
いディフ卫ンスに京都は苦しみ、 
逆に S 重は速いパスワ I クから内 
藤のロングなどで次々に加点し、 
^分過ぎには6—1とリードを広 
げる。前半中盤から京都はリズム 
をつかみ、楠本のロングなどで前 
半は WIW と一一一重の4点リードで 
巧り返す。後半 W 八刀過ぎまで4点 
差で京都がついていくが、ニー重が 
速攻で3点連取し、その後も内藤、 
福がのロングでリ—ドを広げた。 
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:!5山咲国佐楠川池西西中加清 
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結局の—23で S 重が勝利を収めだ 
が、京都の健關を大いにたたえた 
い試合であった。 


決勝 


広 島の 
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トロールタワーの首藤をマ I ク、 
動きの悪くなった所を広島が多彩 
な攻撃を見せ宿敵大崎に快勝した。 
点差は開いたものの、レフエリー 
が選手の力を、つまく引き出し、素 
晴らしいみ勝戦であった。 


〔戦評〕広島は湧永勢でスタート、 
まさに湧永が大崎の戦いは、両チ 
I ムのチ I ムカラーが出たゲーム 
であった。ずなわち広.島は玉村、 
河原の上と荷川取のポストプレ I 
がかみあい有利にゲ J ムを進める。 
I 方、大崎も宮下のミドルシュー 
卜、魚住、武田が走りゴールを決 
める。しかし、広島は宮下とコン 
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成年男子 CU 部 


1回戦 


山形 


5 I W 一 7 
3 ^6—7」2 


東 京 


(東根ク )3 2(楼門ク) 
〔戦評〕東京が大薇の力強いシュ 
—卜で得点、山形もすぐさま反撃 
するとい、つ迫力のある試合となつ 
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g 原藤川賀江田藤田薇坂坂 

巧二一安お浅水新伊会大白早 
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〔戦評〕広島は湧永主体の鍛えら 

れたチ J ムで、スピ J ド、パワー 

とはげしいデイフェンスで京都を 


分から埼玉•宮下が連続し 

てロングシュ-~卜を決め就合を決 

定づけた。 
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111高橋山山香立福内梅田平 
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た。 W 分頃までは一進1退の攻防 
であったが、山形.佐藤、を藤を 
軸じ速いパス回しから自在に攻撃、 
速攻も飛びだし試合巧者の東京を 
圧倒し前半を終ぇた。後半、東京 
も反撃、 GK の好守もあり終始盛 
り上がった試合であった。山形の 
スピード、パワーともにクリ}ン 
な印象が残った。 

愛 が fw — w 一 6大 分 
百本谭裝 )3 12— じ」2关を i 

〔戦評〕立ち上がりは単調な攻め 
にがし、逆速攻で4—1と愛知リ 
1ドでスタ1卜したが、巧分頃か 
ら大分は获本の速攻、サィドシュ 
1卜と伊南のカットィン、ロング 
シュ！卜などで追ぃ上げシーソー 

















































あなたの銀巧 
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本店 

石川県金が市下提町 

庙舗 

石川、富山、福井、東を、 
大阪、名古屋、京都133ヶ店 
事務所 

ニュー ヨーク 


ゲ！ムとなる。愛知も井上のサィ 
ド、ンユ1卜などでふんばり；^|;5 
で巧り返した。後半は、大分ディ 
フェンスの集中力が欠けた ところ 
を一気に攻めた愛知が中盤までに 
とリードを広げた。対する 
大分も GK 藤内の好ずに助けられ 
反撃に出て3点差まで詰めょった 
か、ツメのシュ^ —トミスが目立つ 
た大分であった。 
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〔戦評〕干葉•平松、山口.藤井 

の両 GK の好守が光るゲ J ムであ 
つた。前半千葉は速攻、セットと 
多彩な攻撃で；3 — 8のリ1ドで巧 
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の井田山未野本旧木中川 
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守丸藤森山石青な森 
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割松田田鐘名田田田沼木鍋島 

i 平富仲大飯澤寺太菅佐川福 
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り返す。後半に入っても—千葉ぺ一 
スであったが、 W 分過ぎから速攻 
が出だした山口にリズムが出て、 
別みにはで2点差まで追い 
上げる。その後も1点を争う好ゲ 
1ムとなったが、千葉が若い山口 
をかろうじて振り切った。 
沖縄 r 613 一兵庫 

(パ—ムヒルぉ巧(スヮロ I 

ズク B } 1 兵凄 

〔戦評〕前半出しから1点を争う 
好ゲ ームと なった。若手 中 ムのパ 
1 ムヒルズはスピ I ドのある速攻 
やセットプレーから得点し、ベテ 
ランの多いスヮロー兵庫は落ち着 
いたプレーから得点を重ねた。後 
半に入り、パームヒルズはスピー 
ドが衰ろえず速い攻撃から得点を 
加えて差を徐々に広げた。一方ス 
ワロ—兵庫もセットから多彩なプ 
レ}で反撃したが及ばなかった。 
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〔戦評〕前半立ち上がり、岡山は 
富山のデイフェンスの甘さもあり 
ロング、ミドル、 カット イン、ポ 


S 名謝浜根間田儀原地風城袋 

帖慶 宗 

お安我吉仲奥長与上下南大島 
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ストなど多彩な攻撃で試合の主導 
権を握る。これにがし富山も速い 
動きで カットィン や速攻などで食 
い下がる。そして、岡山の2回退 
場者が出るチャンスがあったが富 
山のシユ^トミスや岡山の GK の 
好守などにょり、人数の少ない岡 
山がリ}ドを広げ2—8と大量リ 
1ドで前半を巧り返した。後半に 
入っても、富山は大切な所でノー 
マークシユ I 卜をはずすなど、チ 
ヤンスがありながらリズムをつか 
む事が出来ず、結局前半の大量リ 
1ドで全岡山が記—洗で勝ちを収 
め2回戦に進出した。 
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化海道 
(虎の穴) 


茨城 

裹城巧 

コンドルズ) 

〔戦評〕ぉ互いじロングシュート 
のないチームで、化海道はポスト 
シュ1卜を主体に、茨城はパスヵ 
ットからの速攻、吉井のサィドシ 
ュートなどで得点、互いに点の取 
り合いとなったが、攻撃力に勝る 
茨城が W —。と前半を大きくリー 
ドして折り返した。 


後半も、まんべんなく得点をあ 
げた茨城が、終盤粘る化海道を突 
き放して勝利を収めた。 
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愛 戶で一 S 一 〇岩 手 

轰媛選抜) 2 12— じ2 i 。 日クー 
〔戦評〕両チ I ムともポストプレ 
I を巧みに使って展開を作り、プ 
レ1自体が細かいものになりパス 
ミスが多く相手ミスからの速攻で 
ほぼ互角に戦っていたが、愛媛 G 
K の好ずにあい前半は U —9 愛媛 
2点リードで終了。後半に入り、 
ム—ドのいい愛媛は相手ミスから 
速攻につなぎ、得点を広げようと 
するが岩手の GK の好守に阻まれ 
リズムを崩し始めた。一進一退の 
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I —，^田藤崎橋藤が葉池庭上 
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ぶ岡田中田道石内野山本屋 

曠大先田和作白壺長内野萬 
情〇 06050103 5 1 
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.攻巧の中落ち着いた攻撃をした愛 
據が1点差で岩手を下した。 

福 岡5 巧—じ1 4滋 賀 
堇讀) ZY じ；(滋賀ク) 
〔戦評〕福岡がロング、カットイ 
ンでリードするが、滋賀は両サイ 
ドで入れかえす互角の立ち上がり。 
その後も福岡は滋賀のゆっくりし 
たぺースにディフェンスがなかな 
かかみムロわず、守りきれないまま 
前半はやっと1点リ I ドで折り返 
す。後半に入り、滋賀はロング、 
サイド、ポスト、スカイプレ}と 
多彩な攻撃を見せ終始リード。福 
岡は残り4分でやっとリードする 
が滋賀はすかさずサイドで入れ返 
し粘りを見せる。最後はペナルテ 
ィーを福岡が得て逃げ切ったが、 
滋賀の健闘が大いに光った試合だ 

つた。 
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^田山田藤波上旧野山根尾内 

惦石松にか能井武大橋山西山 
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.掉笠 S . 


則曠山熊水中島赌山田お 

郎島牧 

け德森仁清田中浦中高白 
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19山 
13 - 2U 


形 


〔戦評)前半立ち上がり、東根ク 

はカットイン、ポスト、ロングと 


多彩な攻撃で得点を重ね4点リー 
ドずる。これに対し日本電装もだ 
んだんリズムがでてきて速い攻撃 
で東根のディフ卫ンスを崩し得点 
し 、 W 八刀経過したところで逆睹し 
東根に2点リードするが、東根も 
粘り残り7秒で同点に追いつき W 
IW で前半を巧り返す。後半立ち 
上がり、日本電装は退場者を出し 
ピンチを迎えるが、東根のミスか 
ら逆速攻で得点を重ね日点差まで 
リ I ドを広げる。東根もサゥスポ 
1小沢のロングシュ1卜で食い下 
がるが3分で東根は退場者を出し 
この間にリ1ドを6ぉ差まで広げ 
る。結局巧手ミスから着実に得点 
を重ねた日本霜装が 5:519 で勝ち 
準決勝に進出した。 


得00204;::10020ぶ 

の山納藤部藤沢山が平山藤 

%!!^仲加斉水佐小奧小ホ大佐 
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が橋山村本藤井本巧上口波 

寺 笠 

蜂局福杉橋近梅久岸井極難 

得007810403806 
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沖縄リ I ドで前半を終了。後半に 
入っても沖縄ぺ I スでゲ I ムは進 
がし巧—？3沖縄の勝利。沖縄 GK 
我謝の好ずが光るゲ1ムでぁつた。 


得0010021057己2 
勤松田田鐘名田田田沼木鍋島 

け平富仰大飯澤寺太菅佐川福 


K 
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極 笠刷、 


^5名謝お根間田儀原地原城装 
邮數宗 風 
じ安我ま仲奧長与上下南大島 
得00501420じ001 
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肖〔町 I 


の茨 城 


〔戟評〕前半、岡山ぺースで展開、 
かまで5点差であったのを茨城 
は K 分過ぎ3点差までつめょる。 
しかし、岡山は GK 堀の好守と小 
橋の闢志あふれるプレ I で5点連 
取し、一気につき離して口—ので 
巧り返す。後半は2分過ぎで 
W と着がつき岡山にとっては楽な 
展蘭となった。茨城は岡山•中塚 
にマンツ I マンでつくなど何んと 


沖冀而 uj ? 舊 f 

〔戦評〕立ち上がり、沖縄はサイ 
ド、ミドル、ステップなど多彩に 
攻めぺ1スをっかむ。5か過ぎ千 
葉も速攻、ポストで追い上げるが 

沖縄 GK 我謝の再二一の好ホと下地 
の8得点をあげる頑張りで WI 9 
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S 田田輪保山が W 川島沢 

棘 ハ八。を 

横を一二宜横靑長滝小海 
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加田池森橋原前原塚本木川 

邮須小大小石同石中山ホ丸 

得〇 055 U 1 405013 


3 

2 

T 

P 

\—/ 

1 


か挽回しようとするが、功を奏さ 
ずという大差で終了した。 

福岡の (luj S 愛媛 

〔戦評〕ディフ卫ンスの壁の高い 
福岡にがし、ポスト、カットイン 
でどうにか壁を破り得点しよ、つと 
するが、パスミスにより福岡は速 
攻を中、心と して 得点を積み重ね、 

福岡は圧倒的な強さで前半を終了。 
後半に入っても福岡のぺ I スは衰 
える こともなく 得点を広げた。し 
かしながら最後まで粘り強く攻防 
した愛媛の健闘をたたえたい。 
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動岡田中田道石巧野山本屋 

懷大先田和作白壺長内野萬 
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崎山熊水中島赌山田浜 I リ 
離島 牧 
け德森仁清田中浦中高白 
得003354395371 I 3 


拳決勝 
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、 411 
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^愛 知 


〔戦評〕前半2分、愛知•井上の 
速攻で先行するが沖縄も島袋の口 
ングで追いつく、 W 分過ぎまで両 
チームともに堅さがとれずミスが 
目立った。その後、愛知が先行す 
るが沖縄.仲宗根のロングカット 
インなどで前半は MIU 沖縄の3 


点リ I ドで折り返す。後半は沖縄 
G K の好ずからの速攻が決まりだ 
し、徐々に点差をにげ別で沖 
縄が勝利した。結果的には沖縄の 
快勝であったが両チ I ムともによ 
く走る好チームであった。 


得002002223631 
の橋山が本藤井本田上口波 

^高福お橋近梅久岸拌極難 
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S 名謝お根間田儀原地原城袋 
巧蹇 ^1で 或 

じ安我ま仲奧長与上下南大島 
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福岡8而 NWV 岡山 

〔戦評〕前半開始早々、福岡が岡 
山のミスから速攻で2点を連取、 
その後も福岡は、速なや中山の口 
ングを中んとしたなめで着実に得 
点を重ねていった。周山もポスト、 
サイドからの攻撃を試みるが、ミ 
スが目立ち、シュートも福岡の G 
K 儀崎の好守に阻まれなかなか得 


得004311024002 
邮田池森橋原前原塚本木川 

け須小大小石同石中山ホ丸 
- ^審.川森島 j 

-- rj —— f 

P 崎山熊水中島靖山田お 
那島牧 
け德森仁清田中浦中高白 
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新しい時代を作ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現してくれる 
素材が求められます。 

常に新しし、技術で新しし、夢をかなえる 
素材をわ底けしてきと日新製銅。 
これからも時代に応える 
新しい素がをみつめてゆきます。 



B 月日の素村をみつめる 

g ) 曰新製1耐 

まを都千计 ffl 口*の巧 3 - 4-1 


まま都干れ巧区丸の巧 3 - 4 - 
け斤国際ヒル） 巧 03 - 216 - 巧 11 干 too 


点することが出来ず福岡のぺース 
で試合は進行、後半は岡山もリズ 
ムを取り戻し互いに点を取り合ぅ 
展開となったが、結局、福岡が前 
半のリ I ドを守り切って勝利を収 
めた。 


3な決是戦 
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3 1 

知が引 IU 
^1 1、 


巧岡 


山 


〔戦評〕愛知の日本電装は笠を軸 
にした攻撃で3点連取し好調なス 
夕1卜をしたかに見えたが、途中 
攻撃が雑になったところを岡山の 
速攻を許し、その上反則退場とい 

ぅ最悪のパターンを招いた。岡山 

は愛知のリズムの崩れに乗じて速 
攻で連取し、いったんはリードし 
たが、リズムを取り戻した愛知， 
笠のミドルシュ！卜などで1点リ 
—ドで前半を終わる。後半は愛知 
の GK 福山の好ホが光かり、接戦 
ながら愛知が勝利を手中にした。 


得004360208000 
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須小大小石同石中山赤丸 
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が橋山がネ藤井本田上口 

® 高福お橋近梅乂岸井極 

得00601323173 
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決勝 


福暨(刊逆巧沖縄 

〔戦評〕福岡、沖縄ともに学生を 
主体とした構成で、どこからでも 
得点できる穴のない両チーム•緊 
迫した中にもキビキビした動きで 
好ゲームが期待された。期待通り 
前半から両チームとも率のない攻 
防でミドルシュ1卜、ポストプレ 
I 、スカイプレ I 、速攻などを駆 
使し、お互いに見せ場をつくる内 
容で、決勝戦にふさわしいハンド 


ボ！ルの醒醜味を満喫させてくれ 
るゲームであった。また、審判の 
さわやかなレフエリングが目につ 
いたゲームでもあった。 
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巧養 ち 武 

じ安我吉仲奥長み上下南大島 


5 

2 


の 


K 

G 


.審 . I 笠細 j ^ 
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郎鳥牧 
け德森仁清田中浦中高白 
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広 島 
忘占ハンド巧 
ボ—ルク) 

〔戦評〕前半立ち上がりから地力 
に勝る広島が速攻やセット攻撃な 
ど多彩な攻撃を見せて優位に試合 
を進める。 


得0012502610 

g 木蹲橋田藤沢田川本階 

巧鈴草高高後長千今松高 
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5^岡本本木本本田田田宅岡 

化永山松水川猫中今鶴一二藤 
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得〇 501040013 
卽贊本山城原佐郷ム 
骗 林 飯ミ 
け古藤平大桑大東を 
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審.離豐^ 


S 林塚井出村田田井沼永本師 

に小大今東松稲山川小徳西止 

得〇 04404041104 
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あったが、ディフェンスで勝る S 
重が W 14とリードして前半を終 
了。 

後半も1点を争ぅ激しい攻防が 
続くが、体力の差が出たのか、二一 
重が前半のリードを守ってそのま 
ま逃げ切った。 

東 一 严 f 217一 4 新 潟 
( JUKI ) 2 1:^17 j 1 {新達南息 

〔臘評〕新潟(新潟江南 OG) の 
ミスが目立ち、東京 (JUKI) 
が逆速攻で得点を重ね、 WI 7 と 
3点をリー ドして 前半を終了。 

後半、東京は足を使ったディフ 
エンスで新潟の攻撃を許さず 、 G 
K 久保の再一二じわたる好守もあつ 
て大きくリ—ドを広げて勝った。 


後半に入って秋田も今川を中ん 
じ互角の展開を見せるが、前半の 
点差を縮めることはできなかった。 
二 声 A 4鹿旧几島 
タャス3 2 I , じ— W 」 1ス I 下国か) 
〔戦評〕一二重のジャスコ、鹿児島 
のソニ I 国分とさすがに鍛えられ 
た実業团のチーム。スピード、パ 
ワーにあふれたゲームで見応えが 
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橋藤泉塚水部井化城林田 

巧高伊古藤清阿宇源結神宇 
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: g 角保塚田口中田藤田塚田口 

け大久石上極田飯武羽高吉山 
化ザ0087014 .01312 
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山 口2 で 一9一 7 香 
(徳 山ク ) 2 1 , 818 」 1 呑 川 銀巧クー 

〔戦評〕開始3分過ぎ、山口は香 
川の攻めの甘さを速攻につないで 
ぺースをつかみ、サィド、ポスト 
と連続加点した。一方 W へ 刀 過ぎま 
で得点のなかった香川は、笠井の 
ロ ングシ ユートをきつ かけにポス 
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■料を(税込） 

シングル A . 7 , 00 OW 

シングル B …… 7 , 600 [q 
ダブル•ツイン. 13 ，'! 00 PJ 

トリプル . 17 , 000 川 

ファミリー . 20,600 PJ 

和室 . 17,000 [4 



■料を(税込） 

シングル A . 6 , 690 円 

シングル B . 6 , 840 川 

シングルに . 7 , 05 0 W 

ダブル . 9 , 570 川 SH 乂 NPI >9 

デラックスダフ;レ 12 : 870 円かシャン•づ 
ツイン . 1 し 9401 り 


# 


夕古屋己ゃ Ij ピ：？ホ3ル义限 £j ゃ Ijtf：? ホろ b 

下么古辰ホ出が姑 19 - 9A — C 件*まのつ/つ—_ , ニーム" __ mmm 


^ 表の052に 03)5858 

化下鉄ま山結栄巧より西へ巧ホをみタクシーはを古屋巧より8み 


大巧を语からタクシーで20み敝巧高速）大おがから商巧まで徒歩じみ 


■設備のご案内拳ミ_テイングルーム■全自動洗濯機•乾燥機設置 > VHS ビデオ設置 

>谎化1〇ピ ?ホ 5 ル山己, Ij ピ： ？ホ 5 ル•賠巧己* 2 jtf ： P ホ5ル•姉 か ホテル KOLON HOTEL 柳.が H おン么 ,| i ) を細細586伽 


卜、速攻で追い上げるが、；^ — 9 
と山口がリードして前キを終了。 

後半開始早々、香川•笠井の力 
ットィンでぺ—スをつかみ、^^か 
過ぎ2点差まで追いつくが、山 
口 •森本の退場時に得おできず、 
終盤に山口に突き放された。 
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じ野中飯石中中国一二山未植森 
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大大有若尾久小原若磯中中 
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鶴み長田塚苗来井田 
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S 梅ま神神柳飯尾市新貴 
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ぺースでゲームが進む。兵庸も有 
馬を中んに攻めるが、栃木の堅い 
守りに攻め切れず、地力に勝る栃 
木が ？ S — 7 で勝利を納めた。 

大 ( 


;^分過ぎには7—6と逆にリード 
した。しかし、スピ^~ドに勝る埼 
玉が得点を重ね $2—8 で前半を終 
了 0 
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橋 木 8 f じ一 7 兵 庫 
昔立栃丞2 1213 j {§ ，结お一 

〔鑛評〕立ち上がりお互いに固さ 

が目立ち互角のゲーム展開となつ 
たが、栃木•飯塚のミドルシュ J 
卜を中、心に得点を重ね、 214 と 
大きくリ1ドして前半を終了した。 

後半に入り、オフェンス、デイ 
フユンスとも安定している祗木の 


〔戦評〕立ち上がり5分頃まで両 
チームともに走り、お互いに得点 
を許さなかったが、 W 分過ぎから 
大分の落ち着いたボ I ルまわしで 
コンビネーションプレーや速攻な 
どで得点を重ねた。一方化海道も 
GK を中、心にょく守っていた。 

後半に入っても大分の円熟味の 
あるコンビネー、ンヨンで差をにげ 
た。化海道は、後半足の止まった 
大分ディフェンスを左右にふり積 
極的に反撃したがおよばなかった。 


得〇 
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り白佐長相藤佐和加武鎌山 
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b 王須ま矢一二紀島阿祖太福 
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巧広 島 


埼ぞで — S 一 

(大馨気) 2 ISI7J 
〔戦評〕立ち上がり、埼玉は速攻 
で 4 — 〇とリ I ドする。広島は埼 

玉の荒いデイフ卫ンスによる退場 

のスキをつき、巧技で食い下がり 


徐々にスタミナを消耗し、差が開 
く。埼玉の順当勝ちではあるが、 
広島の健闆を称えたい。 


得00000 ひ 7001 日 2 
副岡本ネ木ネ本田巧田宅 岡 

ムム 楠 

； b 永山松水川猫中今鶴 S 蔡 
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〔戦評〕福岡は開催地だけあって 
気合が入っており、 GK の上野が 
守り、サイドの小林が速攻に出て 
得点を重ねていった。逆に山形は 
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粘りのあるディフユンスを見せて 
くれたが、後半に入っても巧村の 
ロングシュ I 卜などで得点をあげ 
た福岡が勝利を収めた。 

じ 111 重 

〔戦評〕一二重のぺースで試合が始 
まり、 5 分には 311とリI ドす 
る。しかし、裳川、丸田のロング 
シュ I 卜が確実に決まりだした大 
阪がの分には 5 — 4 と逆転、その 
後も単調な攻撃にがし大阪は早い 
動きで加点し、前半は UI 7 で終 
了。 

後半に入っても大阪はロングシ 
ュート、速攻と差を広げ、粘る S 
重をふり切った。 
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得00522311己110 


2 


の 

T 

P 


別 


u 東 京 


京都6 f 7' 
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〔戦評〕前半、京都は前に出る穂 
極的なディフ卫ンスを見せたが、 
東京は石塚のロング、吉旧の カツ 
トィン、上苗の速攻などで W 八刀過 
ぎまでに 6—2 と差を広げた。京 
都も藤田の好リ1ドから中尾のポ 
ストプレーなどで徐々に追い上げ 










































9[7 で前半を折り返す。 

後半に入り、京都•藤田のロン 
ダが決まりだし、また酒井の速攻 
などで8分に；：^ — U の同点となる。 
その後一進 I 退の攻防を展開する 
が、追い上げで好ムードとなった 
京都が着実に加点し、55—.じで京 
都の逆乾勝利となった。 
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〔戦評〕開始早々、山口はオムロ 
ンのパスの乱れを速攻につなぎ先 
取おをあげる。オムロンもすかさ 
ずフリースローで得点、山口は速 
攻とステップシュート、オムロン 

はロングシユ ー ト、フリ ースロー 

で一進一退の攻防になるが、 W 分 
過ぎオムロンの速攻が決まりぺ I 
スをつかむかに見えたが、山口も 
GK の好守で追い上げ W —8 オム 
u ンリ！ドで前半終了。後半に入 

ると両チ I ムの攻めのパタ I ンが 

逆になり、巧分過ぎオムロンは山 
口をつき離した。山口 GK の好ず 
が光る好ゲ1ムでぁった。 


得 00420120114 
リが嶋田嶋村沢崎本游田本 

野中石中中国 S 山末植森 


審- 


山谷本： 


1 

11 - 


リ 


が 


6 


n 


が川島田が山津利嘉ネ村田田 
巧前川横西中武毛比坂石古吉 


5 

TX 




T 






(化国銀資2祈— 9) 1栃木 

〔戦評〕前半、両チームともシュ 
1トミスが目立ち互角の互ち上が 
りとなった。化国銀行が速攻から 
の得点を重ね、日立栃木も応戦し 
徐々に力を発揮していったが、前 
キ n . 18 化国銀巧リードで巧り返 
した。後半じ入り、両チ I ムとも 
互角のゲ I ム展開で攻め、守りと 
も緊迫したゲ1ムが続く。結局、 
前半リ I ドした化国銀行が粘る日 
立祗木を振り切り^^1パで化国銀 
巧が勝利を収めた。 
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尉 堤 
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巧木古上矢丹松松松化谷 
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愛夕で Is 一 〇宮城 
(ブラザ— ) S 一り—5」 J 青費ク) 

〔戦評〕前半巧分頃までは互角の 
ゲ1ム展開、その後、宮城のディ 
フェンスの甘さから、愛知の荒木、 
松尾のカットィンシユ J 卜や速攻 
が決まり出し点差が開いて前半終 
了。後半、愛知のスピードに宮城 
はついていけず速攻がビシビシ決 
まる。宮城もゲ I ムをあきらめず 
最後まで頑張るが、スピードとパ 
ワ—に勝る愛知が逃げ切る。 
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山顯 
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〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
堅さが見られたが、シャトレーゼ 
が大分のミスょり逆速攻で得点を 
重ねる。大分の相手が大型チーム 
の為、ステップシユートのみで、 
得点を重ねることができなく 
7で前半終了。後半もシャトレー 
ゼは速攻、フェイントシュートと 
得点を重ねる。大みがデイフュン 
スでの無理が生じ、シャトレーゼ 
にペナルティ}で多くの得点をあ 


げられた。全体的に大味な試合で 
あった。 
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〔戦評〕前半、 W 分過ぎまで両チ 
1ムに堅さが見られたが、大阪が 
持ち前の力を発揮し始め着実に加 
点し、前半で勝負を決める。京都 
も GK の好ずで最後まで試合を捨 
てず大阪を苦しめた。京都の奮闢 
をたたえたい。 
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^添本野上尾田辺井橋田家 

細山矢池中藤渡酒小多福 
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(戦評〕前半、同点の得点が示す 
ょぅにお互いに持ち味を出したゲ 
I ム内容であった。埼玉は相手ミ 
スから率のない攻撃を展開、福岡 
はミドルシュートを駆使し、見応 
えのある攻防となった。後半も一 
進一退の内容で W 分までの 
同点、しかし、最後疲れの見えた 
福岡にがして、埼玉が PT を含む 
連続得点で辛くも逃げ切った。 


見田池川川村田辺田口瀬ま 
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〔戦評〕オムロン、化国銀行と日 
本リ1グー部同±の試合となり白 
熱したゲームを期待したが、地力 
に勝るオムロンが開始巧分過ぎか 
ら多彩な攻撃で連続 S 3 得点し前半 
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W 戸澤田野後田山下川本 
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巧 16 で終る。後半は化国銀行も 
よく走り、互角のゲ J ムをしたが 
说—パでオムロンが圧勝した。 


山 梨の 


W 1 の愛 


知 


〔戟評〕ポスト、ロング 、 P 了と 
3連取と好 スタートを きったシャ 
トレ ーゼは 、多彩な コンビプレー 
で主導権を振り、ダブルスコアー 
でブラザーを押えこんだ。後半に 
入って、ブラザ J に速攻が出はじ 
め、さらにはステップ、サイドの 
シユートが決まり出し3点差まで 
追い上げたが、要所でシャ トレ I 
ゼ•海道に PT 、 ロングを決めら 
れた。やっとラスト3分で2点差 
としたが痛恨の PT ミス、あと一 
歩及ばなかった。 
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本住木中、田江尾藤斐木中 
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大 阪 


〔戦評〕前半 W 分までは大阪が堅 
いずりで8—4 とリー ドずる も、 

埼玉も徐々にぺースをつかみ梅原 

の3連続 PT などで追い上げ、前 


半は 918 大阪リードで終る。後 
半も中ば過ぎまでは一進一退であ 
つたが、；3分大阪•渡辺の退場の 
間に初めて埼玉がリードを奪ぃ、 
その後ぺースをつかみ終了間際の 
大阪の追い上げをかわし1点差で 
逃げ切った。 


残り7八刀で5点のリードをつける。 
この後両チームとも得点するが、 
動きの積極さに勝るオムロンがの 
I SS でシャトレーゼをしりぞけ決 
勝に進出した。 
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〔截評〕前半立ち上がり、シャト 
レ}ゼはテンポの良い攻撃で3— 
1とリードするが、オムロンもだ 
んだんリズムをつかみ食い下がる。 
一進 I 退の攻防が続くがシャトレ 
1ゼが2本たて続けに PT をはず 
すとチー ムを体に少しずっ元気が 
なくなり、 逆にオムロンが抜け出 
し WI 7 で前半を巧り返す。後半 
立ち上がりは、相手に退場者が出 
たこと も あり、 リズムの良い攻撃 
でシャトレーゼが3連続得点で追 
いっき、この後両チ I ムに退場者 
が出て一進一退が続く。シャトレ 
1ゼは3本目の PT をはずしオム 

ロン‘に退場者が出るが、オムロン 
の動きが良くなり積極的に攻め、 


5£山 梨山 梨2 


5£大 阪 


〔戳評〕大阪(大和銀行)、山梨 
(シャ トレー ゼ)と日本 リ I グー 
部同±の試合、立ち上がり、山梨 
がサイド、ポストで先攻、大阪も 
ェース丸田のロング、速攻と巧分 
で 5 — 日の互角の展開、 ここで 山 
梨ェ！ス海道が負傷退場、 これ か 
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山. 


鈴 H 小小海松野小小嶋生合 
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ら両チ I ムなかなか点が入らず 8 
— 7 と山梨リードで前半終了。後 
半開始、大阪がミドルで同点とす 
るが、山梨が相手1人退場の間に 
速いパスワークからずらして確実 
に得点しぺ J スをつかみ、巧へ刀で 
とリードしそのまま逃げ切 

つた。 


勝戦にふさわしい白熱した展開と 
なった。 W 分過ぎ熊本は相手ミス 
から速攻を確実に得点し、ぺース 
をつかみ連続5得点、埼玉も GK 
宗片の巧守、長身梅原のロングで 
必死にがんばるが、熊本のぺース 
をかえることが出ホず、9点差で 
熊本が6年ぶりの優勝をはたした。 


決勝 


熊塞(げ3巧埼 

〔戦評〕埼玉(大崎電気)、熊本 
(オムロン)の決勝戦。立ち上が 
り両チ I ムともやや堅さが見られ 
たが、相譲らず前半 W —9 と熊本 
1 点リードで終了。後半は開始か 
ら両チ I ムとも動きがよくなり決 
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酉選兹2信|乙1冥店選疫 

〔戦評〕前半2み兵庫は相手ミス 
ょりカットインシユ^で2な先 
取。5分間得点できなかった山口、 
5分後縦の速攻から横へのパス、 
広政のロングシユ1卜、高杉の力 
ットインシユ}卜、湯浅のポスト 
シユ I 卜が8連続決まり、さすが 
インタ！ハィ勝者の貫録を見せ つ 
けた。 丘 ハ 庫はせっかくのシュート 
チャンスをあせりのためか、ミス 
で生かせなかったのが階し まれる。 
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〔戦評〕立ち上がり、一進一退の 
攻防が続き、東京が小笠原のロン 
グで先行するが、大みはすかさず 
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王 1 ス巧井のステップ シユ ー トで 
迫いっく。その後大みはロングに 
サイドをからめた徹底したセット 
攻撃にがし、東京はセット、速攻 
とを員がょく走り早い展開で応戦、 
前半大分が 3 点リードで終了。後 
半に入って、大分のロングが要所 
要所で決まり有利り試合も進める。 
しかし、東京もロング、速攻で描 
り強く反擊、点差の開かないゲ} 
ムになった。最後は大分のセット 
攻撃、特に穴井に巧ずるマークが 
甘くなった所を決められた分東京 
は追いつけなかった。 
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据小佐島斉田高高山增岡小 
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擾曇抜) 2厅|じ j J 裏選婪 

〔戦評〕岐阜、青森両チ！ムとも 
によく走るチ I ムで高校生らしい 

好チームである。しかし、お互い 
に前半は堅さがとれずパスミス、 

シユ I トミスなどで連続した。終 
始岐阜リ I ドで展開し、後半残り 
4分、いったんは青森が同点にし 
たが青森のずりのミスから最後点 

差が開ぃた。チ1ムカは互角でぁ 
つたがやや岐阜ぺースであった。 
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(全福岡) 2 一 Y 3」 (北海お選筵 

〔戦評〕全福岡立ち上がりサイド 
シユ I 卜で先制。その後も攻めあ 
ぐむ化海道のパス、 シユートミス 
からの逆速攻で 5 八刀後 3 — 0 で全 
福岡リード。その後も全福岡は巧 
みなセットプ レ！ (カット イン、 
ポストプレ！)で巧分9|3とリ 
1ドをにげたが、化海道も粘って 
左腕渡部の速攻、 カット インで 9 
— 5 と迫った が、ツメが 甘く 53— 
6福岡リ1ドで前半を折り返した。 
後半は全福岡 3 点連取し： 5 — 6 の 
大量リ I ド、その後も堅い ディフ 
エンスからの逆速攻で着々と加点 
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對 i 部を澤掠西山井妻口木 

S 靈渡納禀小浜神石新を佐 
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根本賀中田留島略山口が 

鄙 柳比 

け坪宮古田平阿児川肥山中 

得001033461342 


リ 




し、？ 5—9 の一方的な展開で終え 
た。北海道の基本的なパス、キャ 
ッチミスが目立った。 

愛 夕4大販 
112 ^nl5 -111 

〔戦評】立ち上がり、両チームと 
もシュ_—トミスが目立ち、攻めあ 
ぐむが、愛知は藤下、林のロング 
シュ I 卜で 得点する。一方、大阪 
はフェイントからのカットインシ 
ュ 1.^ C 、 サイド シュ^ ^で化守点し 

一進一退、中盤速攻を確実に得点 
につなげた愛知が W —9 の1点差 
で前半を終了した。後半、愛知は 
山崎のロングシュートなどで4連 
続得点し差を広げる。大阪も必死 
にロングシュート、速攻で対抗す 
るが GK の好守にあい、完全に愛 
知ぺ I スの試合となる。その後も 
愛知は速攻、カットインシュ！卜 
を確実に加点し、大阪をの—；5で 
下した。 
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15端谷野原瀬が山橋口鳥地喜 

b 田福當市中市下高水白加中 
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B がが 

诏小日丸中柴久山藤島中 

化ザ〇 00050631141 


埼 を可19一 7愛媛 
璋玉選运2任— SJ J 愛媛選装 

〔戦評〕埼玉•ま岡のロングシュ 
!卜で先取点、相がして愛媛もす 


かさず単のブブインドからのシユ 
1卜で追いついた。前半はお互い 
にロングシユート、速攻、ポスト 
シユートなど多彩な攻撃で点を取 
り合い 919 の同点で終了した。 
後半に入り、攻撃力に勝る埼玉が 
着実に加点しゲ}ムの主導権を握 
つた。愛媛も速攻で追い上げたが 
その点差を縮めるには至らなかつ 
た0 


得 000403260200 
g 井森戸尾松我野木金田内 

惕石大城長高曽中鈴吉岡田 
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得- 


久 

、加平田一一渋上江阿吉ま羽山 
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熊 本3 |^2|2一 富 山 
(す ル熊圣 3雨 — oj 2(全 富 山) 

〔戦評〕前半立ち上がり、富山は 
サイドからの カットイン やミドル 
からの得点で 5 点差とリ J ドする 
が、熊本も富山のミスなどから速 
攻にょる得点で徐々に追い上げ、 
終了1分前にはダブルスカイで。 
—2 と追いつき前半を折り返す。 
後半に入ると熊本の動きがょくな 
り、リードするが富山も食い下が 
る。しかし、富山は巧分に2人、 
W かに1人退場者を出す間に熊本 
が 7 点差とリ I ドを広げ、試合の 
主導権を握り、その後も速攻など 
で得点を重ね、結局で熊本 






























誰もいないグランド、音 
のない体育館。そこにス 
ポーツという魔法がかか 
ると、一晦のうらじ興奮 
のるつぼと化してしまう。 


-瞬のをらめをと 


チおレンジが^— 


セノー も誇り高き チヤレンンヤ 
~。よリ良質の素ネオを巧め、よ 
リ精巧な製品を生み出すを力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
额じ光る一粒の汗と同じです。 
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が2凹戦に進出した。 

得〇 01323300071 
基浦下お西崎川原谷本谷部 

井石數藤中宮白河签岩荒安 
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田田藤郷針か藤子幡部吹田 


け本安佐本小国佐增小岡矢添 
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擊本麗太—局沢重同 
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01回戦 
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け西鎌加益永一二 お石松岩森米 

得003712314243 

巧奈非1福 島 

153 ^^18-111 

〔戦評〕前半立ち上がりから神奈 
川は、手渡しパスを巧みに使い、 
スピ]ドあふれるボ—ル展聞から 
速攻を中、心に得点を重ねていった。 
一方、福島はスピ1ドに勝る神奈 
川とはが称的にボ I ル回しがぅま 
くいかず単発攻撃になってしまっ 
た。後半になっても、神奈 W の勢 
いあるプレーは変わらず、前半同 

様和手 ミスからの 速攻などで j 気 
に得点差を広げ、結局姑で神 
奈 W が圧勝した。 


山口巧一 2大み 

(戦評〕すばらしいコンビプレー 
で得点し好 スタ I 卜を切った山口 
が終始ゲ I ムをリード、中盤宇多 
村のロングなどで大分が追いかけ 
9 — 7 で前半を終る。後半も山口 
が高杉のロングで先手を取りか 
過ぎまで 3 点リ J ド。 ここから 大 
かは猛追し1点差までつめたが、 
ポストの ノ ーマー ク をはずして万 
事休した。 


轉〇000030己0420 
H 原田部寺上江藤村浦井野藤 
的師多 
け鶴増渡薬井入ェ宇楠{八津衛 
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が山原浅風水内わ砂政曽野村 

亀获湯化淸河高市広木森吉 

得001010727000 
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福 岡22 


61 7 
わ—6、 


22岐 卓 


前半残り抓秒で岐阜が再逆転し前 
半は 7—6 で岐阜がリ I ドした。 
後半開始早々、福岡がミスにつけ 
こみ 速攻をかけ逆転、岐阜もロン 
グでがするが、ミスも多く、連続 
で福岡が速攻をかけ、結局 このま 
ま突き離しで福岡が勝利し 
た0 


化寸000200330401 
辺曽藤山田原川田藤中水 

蹇 が 

诚渡小近杉栗上長冨加田清 
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則根本賀中田留嶋崎山口村 


岡. 


百田 が 

け坪宮古田平阿児川肥山中 
得 001000073610 


埼 玉 Si 


巧 


巧愛 知 


〔戟評〕立ち上がり、愛知•山崎 
のロングシユ J 卜で先取点、埼玉 
も上久保のロングで同点。その後、 
一進一退のゲーム展開となるが、 

埼玉の速攻が随所に見られ、前半 
は W —7 で埼玉がリードして折り 


〔戦評〕前半は両チ I ムとも速攻、 
セットフレ^でシユ .— 卜をはずし 
ていた。岐阜が田中のステップで 
先行。福岡はサィドの回しこみで 
追いつく。しかし、福岡はミドル、 
サィドなどのシユートがバーに当 
たり、そのミスにつけこみ岐阜が 
加点し、前半中盤では3 — 1で岐 

阜がリ1ドしてぃた。先行されて 
ぃた福岡は前半^::分に逆転したが、 


化寸001231520100 
が林原田村田野崎下本山 

g 小日丸中柴久山藤島中 
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-藤賀巧川谷保湖部岡池白口 

说加平田二渋上江阿まま羽山 

得 006004730031 


5 

IX 


T 

P 

が 




返した。後半に入り、埼玉の堅い 
守りからの速攻や スカイプレー な 
どで得点を重ねその差を広げてい 
つた。結局、別—巧で埼玉の快勝 
だった ように 思われる。 また その 
影に GK の好ず、相手のェースを 
封 じこめたデイフユ ンスが 目につ 
いた。 


U 熊 本の〔龍 N 凹。神奈川 

が〔離評〕前半、熊本の動きの悪い 
( 所を横浜4連続速攻でリードする 
も、熊本 W 分過ぎから攻撃にスム 
1ズさが出、前半同点で終る。後 
半にはいると熊本のディフ卫ンス 
がょくなり、横浜の攻撃が阻止さ 
れ熊本のリズムで試合は展開され 
る。熊本の勢いは落ちずそのまま 
勝刑をつかむ。横浜は後半7分頃 
まで GK がノ^ — マ^—クシュ~卜を 
阻止しがんばっていた時に攻撃に 
リズムができなかったことが悔ま 
れる。 


T 

P 

8 


得 0004131 
的郷辺郷村根川藤川戰田村橋 
惊 刀 
S 本戸本西関太疆高沢中高 


K 

G 


P 

F 


審 


松島' 
新荘' 


リ浦田川崎井鶴田原本崎山満 

巧西鎌加益永 S 濱石松岩森米 
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〔戦評〕福岡は一八刀に先取点、そ 
'の後 GK の好守もあり4 1 〇とリ 
•! ド、；3分過ぎから山口が逆に4 
連取し巧分に同点、その後2点ず 
っとり合い好ゲ1ムとなり、前半 
終了2秒前に福岡が1点を加え7 
— 6 で前半を終了。後半に入り、 
福岡が先行するも山口もカットィ 
ン、ポストで追いっき残り W 秒で 
速攻で1点差とするも、福岡残り 
4秒で同点とし延長へ。延長も福 
瞬が先行、山口が追う形となった 
が、福岡のリズムが良く 2点差で 
終了。両チ1ムとも非常にスピー 
ドある動きで好ゲームであった。 


巧巧〇 03050206000 

が山原浅風水内お妙政曽野が 

亀获湯化清河高市広木森吉 
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の根本賀中田留嶋崎山口村 

畐 が 上 

け坪宮古田平阿児川肥山中 
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^::埼 玉 


〔戦評〕立ち上がり、熊本•益崎 
の：；：ングシュートで2点先取、埼 
モもホ岡のロングシュ t 卜で1点 


差、その後、お互いに点を取りあ 
うが熊本の堅い守りから速攻、思 
いきりのいいサィドシユ I 卜など 
で前半も U — 6 で終了した。後半 
に入り、両チ ーム ともミスが目立 
ち思うように点が入らないゲ I ム 
展開となる。残り巧分 あたりから 
熊本の攻撃にミスが見られ、埼玉 
が速攻などで点を詰めていった。 
残り8分には1点差まで追い上げ 
たが、最終的には熊本の粘りの あ 
るシュートが 決まり 出し逃げ切つ 
た0 


恃〇〇4103斗21002 
。藤賀が川谷保湖部岡池白口 

贿加平田二渋上江阿ま吉羽山 
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巧浦田川崎井鶴田原本崎山満 

巧西鎌加益永一二濱石松岩森米 

得002600205211 


3位決定戟 


山 口'2 


5£埼 玉 


きがょくなり5か W I W と同なと 
なったが、その後、山口はロング 
攻撃、速攻など連続して加点し優 
位に試合を進め、 粘る 埼玉を3点 
差で振り切った。埼.玉の健闘が光 

つた。 
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贿加平田二渋上江阿ま吉羽山 
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m 山原浅風水内杉妙政曽野村 

む亀获湯化清河高市広木森ま 
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シユートで先取点、さらに2点追 
加し好調なすべり出しであった。 
それにがし熊本も堅いディフユン 
スからのパスカット、速攻へと結 
びつけ、残り2分には逆転に成功 
した。その後、お互いに点を取り 
合い前半は 7—7 のがス n ァで終 
了した。後半に入り、熊本は持ち 
前の足をフルに発揮し、攻めあぐ 
む福岡のミスを確実に得点に結び 
つけ、最終的には化 — U で快勝し 
た0 
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^根本賀中田留島崎山口村 

坪宮古田平阿お川舰山中 
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:::福 岡 浦田川崎井鶴田原本崎山満 


〔戦評〕少年男子決勝は、地元福 
岡が熊本の九州勢のが戦となった。 
立ち上がり、福岡は川崎のミドル 


S 西鎌加益永一二濱石松岩森米 
得006301310301 


少年女子 


一で。 

〔戦評〕立ち上がり、埼玉•上久 
保、山口 •広政と両エースの打ち 
合いで始まり、山口が押し気味で 
あったが、 PT など連続してシユ 
J ト ミスを し逆に埼玉がリ I ドす 
る形で進んだ。前半 W 八刀 山 口は得 
意の速攻が出だし同点に追いつき、 
前半は山口が9—8とリ1ドで終 
了。後半に入り、両チームとも動 


1回戦 


宮 がマ— 6' 一 巧 玉 
重和学質11813」9璋 i ぉ一 

〔戰評〕前半、互いに固さが見ら 
れミスが目立つ。得点はシ！ソ J 
ゲームで6—6の同点で終る。後 
半もミスで得点は伸びなかったが、 
わずかにリードした宮城が埼玉の 
11度の退場でぺ！スをっかみ差を 
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引崎野子が田藤堀藤久上島水 

赠山水浅岩浅か小斉知 S 前清 
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憎を今小目 S 山藤八石佐沼安 
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開く。埼玉も何んとか追いずがろ 
ぅとするがミスが重なりつめるこ 
とができなかった。シユ I 卜の決 
定力の差で勝負がついたょぅであ 
る0 

福 岡 2 で I ち一 4 香 川 
(全福岡) 2打— 9 J 1{き川選运 

〔戦評〕総合力で勝る福岡が快勝。 
開始早々、中野の連続得点でリズ 
ムをつかんだ福岡がよく走って前 
半を U — 5 とリード •後半 もぺ J 
スを崩さず粘る香川を突き離した。 
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W 田田本本沢旧野木坪本野谷 

§武多山谷岩山熊黒五が熊橋 
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橋野橋見川野林橋岡田 
黒石中石勝山安小広豊中 
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兵 fYS 一 3 北海道 

(夙 川 学院 r IS—SJ J 化海迫霎 
〔戦評〕立ち上がり、北海道が力 
ットィンなどで2点連取し、前半 
5へ 刀 3 1 2と化海道リード。その 
後、7八 刀 間両チ I ムともミスが続 
き無得点であったが、化か過ぎか 
ら兵庫の速攻が決まりだし 5—4 
と逆にリードした。その後は兵庫 
の動きがょくなりスピードあふれ 
る攻撃で前半 U — 5 で終了。後半 
に入って；2分： 5 IW と一進1退の 
攻防が続いたが、地力に勝る兵庫 
が粘る北海道を振り切った。 
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則藤原山川：^1^山坂島輪田田 

臟 ハ八日 

り佐竹森長篇丸松小ーニ石山 
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封塚井原井山綱田口林尾 

端 礎盟ハ 

げ平中藤大小田が田小中 

谓000103240073 
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愛夕 1^9— リー5お川 
轰知選运2存 —4 j J 石川選愛 

〔戦評〕石川は2分過ぎに GK の 
好ホょり速攻で点を取りリズムに 
粟り始めた。一方、愛知は山田、 
山川を軸にセットプレ I で加点、 

2点差で前半を終了。後半に入り、 
愛知の動きがよくなりすぐに同点 
に追いつく。その後、山田、飯田、 
，政藤を軸に着々と加点し、粘る石 

川を振り切った。 
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W 巧野安田崎本□川崎井川崎 

J 心^ 

巧小宇二一主山山山西早坂釣宮 
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读平山山飯武加川山内小大丸 
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郎^ 81 リー 7 山 口 
福苯選运1订|色 J 肖選远 
〔職評〕前半開始早々両チームの 

ェ}スがステップシュ I 卜をみめ 
白熱したゲームが動き出した。開 


始 W みまで山口が押し気味に展開 
したが、熊本もリズムを取り戻し 
一進一退の攻防が続いたが、要所 
で山口 •田ががロング、 PT を確 
実に決め、山口が3点リ I ドで前 
半を終了。後半開始早々、熊本. 
田中のロング、速攻が決まりだし 
同点に追いつく。その後、熊本の 
スカイプレー、山口の速攻と加点 
していくが、残り5か、山口に手 
痛い退場が出てチャンスを確実に 
決めた熊本が逃げ切る。 


得0020 woo 20102 
が川林良村田井国が藤山木 

a 中小世田野藤重吉加栗面 
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S 森竹高日田鶴森田山白佐森 
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東 京 n 朽—フー8秋，田 


得003551300010 

S 藤藤橋田が橋谷ホ井友藤藤 

ぶ 野 

巧武伊高千中高板小細小佐武 


K 


を.解酣： 


就寞蓬原 5 C 曼川用 


久関 

:山小水み石和山子細井吉 


長 

身. 

\―/ . 

得〇 〇 3 4 4 C 


秋困の退場のスキをついた東京が 
W —7 と3点リ！ドして前半を巧 
り返す。後半に入り、秋田は千田 
のロング、中がの PT などで S 分 
には巧—パの同点に追いつくが、 
東京が速攻で加点、秋田の必死の 
追撃をかわして逃げ切った。 

千 蔑^マ I G 一 3静 岡 
手康震)1 1817 j 1(静岡選疫 
〔戟評〕両チ！ムともに前半立ち 
上がりからミスが目立ち、なかな 
か得点にならなかった。干葉は静 
岡の GK 川端にシユートを止めら 
れなかなか得点チャンスを生かせ 
ない。また、静岡は千葉のディフ 
エンスを崩せず、7 ^^6と千葉が 
1点をリ^—ドして前半を折り返し 
た。後半、静岡もデイフユンスを 
固めて千葉のミスを誘ったが、後 
半終盤でのミスがあり、巧— S 3 で 
千葉が逃げ切った。 


圣東裹2巧— U 1{大農量 

〔戦評〕前半立ち上がり、両チー 
ムともにシュートに正施さを欠き、 


得002630101000 
む藤端島戸下田倉保か野藤手 

加川川柴柿岡大秋大吉加井 
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:上藤本下村上本野井本井 


-- 星 
け村佐嶋山中田山大細倉永 

得_ 


大沪で 1 沖縄 
(大醒垫2 lsl 7 j J 沖謹瘦 

〔戦評〕大型チームの大阪じがし 
小ぶりな沖縄。大阪はずって速攻 
につなぎ着々と加点する。また、 


遅攻でも木口のロングを軸に実じ 
安定した攻撃を見せる。沖縄もょ 
く動くが、いかんせん相手が大き 
い。後半、沖縄も池原の活躍で点 
を取り合いとなる。しかし、前半 
のリードで余裕のある大阪がリ I 
ドを守ってそのまま逃げ切った。 


得 G 00130211012 
;£田川波嘉原原嘉垣田里嘉城 
W 橋 宮 
じ森小伊比池当比新が豊比池 


^ W 〔を.解謝； 


£田尾次口川田里田田本形 
け 関 
じ上松稲木荒水中竹棟橋山 
得001461032302 


CU 回戦 


宮 城 W 


US 


岡 
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〔戦評〕前半、両チ I ムともにょ 
く動いたが、お互いにミスが目立 
ち、リズムに乗れなかった。福岡 
はミドルシュートを多用、宮城は 
.カットイン、ポストを使った攻撃 


5ず〇 02000310103 
む田橋野橋見川黙林橋岡田 

黒石中石勝山安小広豊中 


審 




が司内嶋黒嶋口田懐垣藤倉踩 

庄今小目一二山藤八石佐沼安 
化寸000403216000 
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を見せ、4と宮城のリ）ドで 
前半を巧り返す。後半、福岡の退 
場をきっかけに宮城のぺ J スかと 
思われたが、 W 分まで福岡のふん 
ばりで接戦となったが、最後は力 
の差が出たゲ J ムであった。 


愛 


知2而 U 1 兵廣 

〔戦評〕兵庫が先制するも愛知が 
3連取で逆転。愛知は全員がょく 
動き、 W 分には 9 — 3 とリ I ド、 
楽勝ぺースかと思われたが、兵車 
が粘りをみせ後半じ望みをつない 
だ。しかし、後半立ち上がり兵庫 
は大事なところでミスが続き、追 
いつくチヤンスを失ってしまった。 
一方、小柄な愛知であるが、山田 
を中、心にのびのびとしたプレーで 
得点ぺースが落ちず、追いすがる 
兵庫をふり切った。 


1 
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^_^00220K0 20100 
— 井原并山淵田口杉尾 
破 巽 

下中藤大小田お田小中 


捐〇 C 


審 


'默柿； 


の山奥田田藤藤口川山林村川 

平山山飯武加川山内小大丸 
得〇 07312420 Q 00 

を。 440「 8 11- 6 &K 

©« ^2 ^2—5」1身 
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京 


〔戦評〕熊本はダブルポストから 
ローリングで多彩なセット攻撃を 
展開。東京はセンタ1スリーから 
ずらしロングで攻撃。熊本がセッ 
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本ハンドボール協会おを品骇造ェ巧 


を 


な//•///債 


で721だ島県福山ホ引巧巧5— が 
T 目し （0849) 41 —0230 


卜で加すれば、東京はょく走って 
速なで得点、前半 W — 8 と東京が 
2おをリ}ドして終了。後半、熊 
本が3点連取して逆転、東京が追 
いかける展開となるが、残り6分 
まで同点と一進一退の好ゲ1ム。 
しかし、地力に勝る熊本が残り5 
分で5点連取しゲ1ムセット。 


得〇 00332210401 

^田泉井尾原田田安川出川 

^ 久関 

2^山小水、が石和山子細井ま 




が崎本洲坂中田下中田石藤田 

巧森竹高日田鶴森田山白が森 

得〇 02071271000 


大擇雨 N ^ j 巧千糞’ 

一:戦評〕立ち上がり大阪は左腕エ 

I ス • 木口のロングが巧ぇ、着々 
と加点。 I 方千葉は7分まで大阪 
のうまいデイフェンスに阻まれ、 
なかなか得点できなかったが、星 
のカット イン シュー トを きっかけ 


棠. 


で002332100301 

上藤本下村上本野井本井 


巧がお嶋山中田山大細倉永 
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散柿： 


の田尾み口川田里田田本形 

扱 苗 

け上松稲木荒水中竹棟橋山 

得004650012010 
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じ追い上げ、前半を 817 と 1 点 
差で祈り返す。後半立ち上がり、 
ぺナルティスロ}などで得点を重 
ねた大阪が、デイフ卫ンスに工夫 
した干葉をふり切った。 


準決勝 
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が 
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が山奥田田藤藤口川山林が川 

^平山山飯武加川山内小大丸 
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但ザ000323 215000 


大 版 W 


丽 H 


2熊 


6 

本 


前半は一進一退の攻防で、 W —9 
と大阪が1点リ1ドして巧り返す。 

後半に入り、セットでの攻撃に 
勝る大阪が徐々に点差を広げ 、 W 
—23 で快勝した。 


宮城2 妙 U 愛知 

〔餓評〕速攻とカットインの愛知、 
セット攻撃の宮城とがを的なチー 
ムのが戦。両チームともに持ち味 
を出した ゲ！ ムであったが、スピ 
1ドに勝る愛知が U —7で前半を 
終了。後半に入ると宮城のロング 
がか まり だし、23かにはと 
同点とし、 W 分には PT で勝ち越 
し、その後3点を加え宮城が勝利 
を得た。 


化寸002250220000 
が崎本洲坂中田下中田石藤田 

け森竹高日田鶴森田山白佐森 
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の西尾次口川田里田田本形 

け上松稲木荒水中竹棟橋山 
谭001840113011 
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3位決を戦 


愛 知の 


9 18 
U.I9. 


熊 本 


〔戟評〕両チ J ムともミスが目立 
ち、速攻を中、むに攻擊ずるが、こ 
こ一番のディフ卫ンスがなく、9 
— 8で愛知の1点リードのまま後 
半戟に入った。 

後半に入り、愛知はミドルシュ 
1卜で得点を上げ、徐々にぺース 


化寸001081421000 
リ崎本洲坂中田下中田石藤田 

け森竹高日田鶴森田山白佐森 


〔戦評〕両チ I ムとも動きが速く 
ディフ卫ンスからの速攻が持ち味。 
セットでもクロスプレーからの口 

ングシユ } 卜、ポストカットイン 
など多彩な攻撃を見せる両チーム、 


G 


蕾.大巧城； 


が山奥田田藤藤口川山林村川 

平山山飯武加川山内小大丸 

得009241240100 
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をつかみ、能のミスから速攻に 
つなぎ得点を広げていった。熊本 
も懸命に追い上げようとするが、 
オーバ！ステップの判定により反 
撃ならず、後半ぺ！スをつかんだ 
愛知が制した。 


決勝 


宮 


n 


阪 


〔戦評〕大阪は木口をマンッーさ 
れ攻めが思ぅにまかせず、一方宮 
城はロング、 PT 、 为ットィンな 
どで中盤までリードするが、大阪 
も連続速攻で追いつき、 6—5 と 
宮城リードで前半を終了。 

後半4み過ぎ、大阪は速攻で連 
続2得点をあげ逆転す るが、 宮城 
もすかさずサィドシュートで追い 
つき、一進一退のゲ I ムが展開さ 
れる。終盤、大阪が速攻で2点を 
リ I ド、逃げ切るかに見えたが、 
残り1分を切って宮城がロング、 
ポストで遂に逆転勝ちを収める。 


化ザ〇 02120110012 

ぶ田尾次口川田里田田本形 
じ上松稲木荒水中竹棟橋山 




が司内嶋黒嶋口田輕垣藤倉野 

¢5庄今小目二一山藤八石佐沼安 
诗〇00500123000 


〇 


T 

P 

の 


1 

1 


-13 






















































第： = 回アジア競技大舍選手団レポ — h から 


大舍で学んだちのを生かし 
オリンピック出場権を獲得しよラ 

前号でお伝えしましたよぅに、第り回アジア大会で日本は 
男子は第2化、女子は第5なといぅ結果でしたが、ここに大 
会に参加した男女各選手団の感想文を紹介致します。この感 
想文につきましては、こ、ちらからテ|マを分けてお願いして 
書いてもらつたものですが、残念ながらすべての方に書いて 
いただけませんでした。ここに紹介致しますのは、り月末ま 
でにお寄せいただいたものです。 

一男子選手固 


アジア大会を振り返って 

n — チ蒲生晴明 

今回の北京アジア大会は、中東 
ィラク問題で大会の直前まで出場 
のす否をめぐり、議論がなされた 
が、結局、ィラク出場を認めない 
といぅ結論に達した。けれども、 
我々ハンドボール(男子)競技に 
ついては、この問題にょり、競技 
踞始の直前までが戦相手.日程が 
ホをしないという事態のまま選手 
がに入がすることになつてしまつ 
た0 


そして、 競技閒始の前日に やっ 
とスケジユールが決定した訳だが、 
まさかとは 思っていたが、何んと 
第1戦が我々の夕 I ゲットである 
韓国であった。1年前のアジア選 
手権(化京)で「金」、「銀」にな 
っている国のが戳が第1戦とは 
……。何が起こるかわからないの 
がアジア大会であると思い知らさ 
れた次第である。 

いずれにせよ、日程が決定し、 

第1戟が韓国であったということ 
は、良い意味で互いの戦法を探り 
合いをせずに、この一戦に出すこ 


とができるのは有り難いことであ 
った。そして、ゲームの内容につ 
いても、今までトレ I ニングをし 
てきたことが、十分とはいえない 
が、まずまず発揮できたと思って 
ぃる。 

結果は、1点差で敗れ期待に応 
える ことができず、大変残念に思 
ってい る。 しかし、 1 年前のが戦 
では、日本が3点リ I ドから、7 
連続失点を韓国に許してしまい、 
そのままのぺ I スでゲ I ム終了、 
敗退してしまったが、今回は、途 
中7点のアヘッドをデイフェンス 
の踏張りから、速攻につなげ、セ 
ットじおいても、ロング-サイ 
ド•カットインと総を的にトレー 
ニングの成果を発揮して、終了 5 
分前にタイスコアーに持ち込み、 
2度の同点後、1点差で惜敗とな 

った。 

また、中国戦についても、大型 
化を図りパワ^を使った才^~ソド 
ックスなヨーロッパスタイルの戦 
法であったが、これまた、デイフ 
エンスからの速攻が巧え、快勝で 


サウジアラビアについては、デ 
ンマ I クからコーチを招き、ポス 
トプレ^~を中ムにスロ } テンポの 
スタィルで確実なプレーを行ない、 
ロースコアーに持ち込む戟法のチ 
1ムであったが、今後も、侮れな 
い存在である。 

化朝鮮は、数年前にクウ H — 卜 
でが戟してな来であったが、著し 
い成長を しており、 今後の強化に 
より更に手強い相手となりそぅで 
ある。 

このよ、 っに、アジア各国はかな 
りの強化をしており、大会ごとに 
力をつけてきている。しかし、 
我々は、参加国•が戦国の情報不 
足や、刻々と変る国際情勢に振り 
回されながらのが戟になり、我々 
チーム としては、その場その場の 
対応になってしまっているのが実 
態である。今後は、十分に情報を 
集めていきたい。 

結局、最終戦のアラブ首長国連 
邦との対戦を終え、4勝1敗で 
「銀メダル」に終ったが、今年6 
月に実施した自衛隊での「降下訓 
練」等により、確証ずるのは難し 
いものの、選手たちのメンタル面 
に何らかの影響があり、来、 
個々人の着実に自信がついてきて、 
8月のグッドウイルゲームでは、 

6年ぶりに韓国に勝ち、実に今回 


も1点差に追い込んでの惜敗であ 

った。 

そ、 っいった意巧で、 スタッフ も 
選手も、来年の広島でのバルセロ 
ナ •オリンピック 予選に向け、こ 
の 悔しさを日々 の トレー ニングの 
励みとして、この雪辱を本番にて 
期するべく、チャ レンジャーとし 
て臨めることを、良い意味で、っれ 
しく 思う。しかしながら、この1 
点という重みを十かに理解し、韓 
国.中国な上の トレ ーニングをつ 
んで 、オリンピック 予選に向かっ 
て巧きたいと考えておりますので、 
日本協会をはじめ関係の方々のご 
支援•ご援助を ょろしく お願いし 
ます 

チ—ムド クター として 

敦賀 _ 郎 

我々の病院が全日本ハンドボー 
ルチ^~ムのチームドクタ^ —を務め 
るょうになりはや1年な上が過ぎ 
た。この間、昨夏化京でのアジア 
選手権を皮切りに、いくつかの国 
際試合に同行してきたが、今回は 
私がアジア大会に同行させていた 
だいた。私にとっては初めての海 
外遠征参加であり、不慣れな こと 
も多く関係諸氏にご迷惑をかけた 
ことを お誰び致します。 

しかしながら、いつも診療の場 
ではスポーツ選手を診ることは夕 
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細 ctor 

今日の ヒーローは 

背番号6。 

ヒ—口—じなる選手は、どこか輝いている。 
新発巧のコンバクトカラー 1*6 inch Magazine 」 
も、フアツシヨナブルでスポーティで、感度 
バツグンのパーソナルタイス輝いてるナ—。 



くとも、3週間近く選手たちと生 
巧を共にし、実際の練習や試合の 
驟を まとまって 見れたことは、今 
:後スポーツドクタ1、さらにはハ 

ンドボールのチ^-^ドクタ } とし 

て活動していくうえで有意義であ 
った〇 

今回の遠征で先ず気づいたこと 
は、思った^^上に慢性的な障害を 
持つ選手が多いという点である。 
たとえば、足聞節の勒帯損傷をと 
ってみると、女子の半数、男子の 
2名に認められた。やはり常にテ 
{ピングを必要とずるような故障 
は、ジャンプカや俊敏性の低下を 
招き、ひいては他部位の故障も生 
じやすいと考えられ、できるだけ 
ケザは、その時その時に治しておく 
ことが望ましい。特に半数な上が 
や•高生の時期に受傷しており、 
中•高生の指導者に、短期間に鍛 
えなくてはいけないという制約も 
あるだろうが、宜しくお願いした 
い。また、故障のあった箇所は再 
発しやすいので、良くなっていて 
も練習前後のストレッチ、練習後 
のアィシング、同部のウェィトト 
レーニング等も考慮していただけ 
たらと思う。 

選手村での食生活では、本部か 
ら生水は当然としても、ミネラル 
ウォータ J 、 コーラ等の飲料水、生 
戰菜も食べるのを控えるように注 
意があった。衛生面での、心配もわ 
かるが、 あまり 禁止禁止では、日 
本人の口に合わない食べ物も多い 


外国ではかえってストレスがたま 
ること も あり、 難しい問題で ある。 

また、今回は天候に恵まれ、逆 
に乾燥しすぎ、終盤には喉を痛め 
る者が多く、持参した薬では足り 
なかった。市販薬ではドーピング 
に引っ掛かる恐れもあり、いつも 
持って いく薬の量には恼まされる 
が、今後は遠征先の季節•天候も 
もっと 考慮す べきと 反省 させられ 
た0 

しかし今回は、男子では膝蓋骨 
骨折直後の玉が、大腿を2度も打 
撲した酒巻、女子では壮行試合で 
膝を捻挫した梅原等主力に故障者 
が多いなか、皆良く頑張ったと思 
ぅ。これを 糧にして、来年広島で 
開催されるアジア選手権を目指し、 
今回は聞けなかった国歌を聞くこ 
とができ、バルセロナへの切符を 
手に して ほしい。我々も今まで.の 
経験を基に広島ではより一層のバ 
ックアップができる よう 努力した 


アジア大会に参加して 

斎藤慎太郎 

まず最初に、開会式に関して自 
かの意見を述べると、非常に盛大 
なセレモニーであれだけの大人数 
を集めての人文字応援や各種のマ 
スゲームなどは、一見 とても 規律 
が整っていて整然と巧なわれてい 
たように見えたが、実際にはワイ 
ワイガヤガヤした自己主張のある 
応援風景はそれほど見られず、半 


強制的にそういったことをさせら 
れているといった風な感じを開会 
式だけでなく各試合の会場でも受 
けた。しかしそういった反面、中 
国国民がこの大会にかける意気を 
みは、彼らの金メダル獲得数に見 
られたと思う。断突で1位となっ 
たメダル数は、このアジア大会を 
成功に終わらせた要因であった。 
日本が東京オリンピックで勝つこ 
とによって国意向楊を巧.なったよ 
うに、中国もこの活躍によって国 
民の意気が高まっていき、アジア 
大会が成巧していったのではない 
だろうか。 

また、今回入居した選手村は今 
までの中国には見られなかった高 
層建築のマンション風のもので、 

1室が3部屋に区みけされており、 
そこじ4人が入る形になっていた。 
部屋自体は広.くて快適であったが、 
新築というのにトィレが壊れてし 
まい水があふれ出してしまったと 
いう こと もあった。が選手が内全 
体を通してみると、食事も少々油 
っこいのを我慢すれば食べれるし'、 
洗濯場も広くて一度に大人数の洗 
濯もで きる ので不便な ことは なく 
生活できた。 

試合の方では目標であった金メ 
ダルには惜しくも手が届かなかっ 
たが、一番焦点を合わせていた韓 
国戦では前半ハンディを4点背負 
いながら、後半の最後に追いつい 
たというのは収穫があつたと思う。 
だが今回でも自分らの簡単なミス 


で相手に楽に得点を与えてしまう 
といったケ I スが多くみられ、そ 
の場面を少しでもなくしていかな 
い限り勝ちにはつながらないし、 
今後も韓国と日本は1点、2点の 
勝負になって くると 思う。それを 
考える と、 j つのパスや、ンユ1卜 
についてもィ}ジーなミスは絶が 
に出すことのないようにしなけれ 
ばならない。 

その他のチームで注目しなけれ 
ばいけないのは、着実に力をつけ 
てきている中国が挙げられる。旅 
合的な力から見れば日本、韓国に 
はま だ劣っているのだが、個人の 
基礎的な体力についてはフユィン 
卜力、シユ t トカなど日本、韓国 
に勝るとも劣らない ところまで 伸 
びてきて いるよう だ。 

それらを考えると日本がアジア 
を勝ち拔くためにも韓国だけでな 
く中国が策も十分に考えておく必 
要があると思う。今回は中山選手 
が活躍した こと も あり 次に あたっ 
た時には当然マークも きつくなっ 
てくると 思われる。 そういった 時 
にどう する かといったことをが 策 
として 練ることも重要な課題であ 
るし、今後個人の意識の中にも入 
れておかなければ ならないことで 
ある。 

アジア大会に参加して 

酒卷清治 

待望のアジァ競技大会が平成2 
年9月站日化京工人体育場にがい 






て開会されました。 

我々日本選手団は、正午過ぎに 
選手が中庭に集合し入場行進用の 
日の丸と中国国旗(五星旗)を手 
渡され、日本選手団指定のバスに 
乘り込み一路工人体育場へ向かい 
ました0 

この際日本の役員の方から、五 
星旗を渡された者は必ず左上の星 
の所を持つよぅにと注意され、面 
倒なことだと思いましたが、そぅ 
しないと中国国民は侮辱されたと 
受け取るらしく、冗談まじりに国 
際問題に発展しかねないと首をす 
くねたものでした。 

W 分ほどで工人体育場に到着、 
i 時間ほど待たされ日本選手面入 
場の順番がやって来ました。古橋 
廣之進団長な下、677名の役 
員•選手が、佐藤か知子旗手を先 
頭に男性はモスグリーンのブレザ 
!に白のスラックス、女性はピン 
クのスーツに白のポーチを肩から 
掛け堂々行進しました。日本選手 
斑は い、っまでもありません が、各 
固と もなかなかファッショナブル 
で大変楽しませてくれました。 

日本選手団はグランド内ほぼ中 
央に位置し、中国選手団入場まで 
待ったわけですが、 VIP 席に向 
かって左側の観客席最上段に巨大 
なスクリー ンが設置され ており、 
各国の入場行進の様子が画面一杯 
じ亭し出されました。 

中東問題で揺れる国々の入場行 
遥じ興味があったので、スクリー 


ンに注目していたところ、クウエ 
1卜選手团には盛大な観声が上が 
り、中国国民にも感ムの高い出来 
事であるということがわかりまし 
た。他に北朝鮮•香港•台湾等が 
入場して来た時にも観声が上がり、 
アジア地域の競お大会らしさが出 
てるなと感じさせられました。 

憤例通り式典が終了し各国選手 
团は観客席に上げられ、集面演技 
を観ることになりました。全世界 
の人口の4分の 1 を占める とい わ 
れる中国の集团演技らしく、2万 
人近い演お者がグラウンドを埋め 
つくし一斉に演技を行なうょうな 
圧感で、部分部八刀の失敗はあった 
ものの圧倒的な数の演技の前には 
かき消されてしまいました。 

次回は広島で巧なわれる ことが 
決定しているのでついつい置き換 
えて考えてしまうわけですが、他 
の部分はともかく、華やかで迫力 
の ある 化京大会な上のものができ 
るのか、少し不安が残ったのも正 
直なところでした。 

韓国載を振り、返って 

玉が健次 

日本と韓国の試合は、ィラク、 
クウ H 1卜の不参加で、組み合わ 
せが1回戦総当たりに変更となり、 
大会第1日目に行なわれた。日本 
チームは、先のグッドゥィルゲー 
ムで、 7 年ぶりに韓国から白星を 
握っていて、今大会も韓国を下し、 
念頭の金メダルを取るために全員 


燃えていた。 

がする韓国も、グッドウィルズ 
ゲーム時のメンバーに、姜在源な 
どオリンピック銀メダリストを入 
れ、雪辱を果たそぅと意気込んで 
の戦いであった。 

立ち上がり日本が先行し、がぜ 
んムードは盛り上がったが、韓国 
も負けず得点し、一進一退の攻防 
が続いたが、韓国番姜在源を中 
、心とした 攻撃に、デイ フユンスを 
崩され、連続得点を許してしまい、 
前半は韓国の4点リードで終った。 

後半に入っても、韓国が有利に 
試合を展開し、日本が追ぅ形とな 
ったが、韓国ゴールキーパーにシ 
ユ ー トを 阻まれ、点差は ちぢまら 
ず、 7 点差をつけられた時は万事 
休した かと 思われたが、後半巧へ刀 
すぎから 韓国のミスで日本がぺ J 
スを握り出し、速攻、ポスト、サ 
イド攻撃などで、点差をちぢめて 
ぃった。 

ディフ卫ンスでも、ょく 足が動 
き、韓国の速い攻撃を ょく マー ク 
していた。 

残り1分で同点じなり、果然日 
本が押し気味に試合を進めたが、 
韓国 3 番に中央からシュ—卜を打 
たれ、ゴールキーパー橋本の手に 
当たったが、得点になってしまい、 
それがみ勝点となり、日本は1点 
差で惜敗した。 

結果的には1点差であったが、 
試合の後半の中盤での7点差は致 
命傷であり、韓国が次の攻撃でミ 


スを せずに得点していたら、点差 
は ちぢまらな かつたかもしれない。 
しかし、試合の終盤に見せた日本 
チームの底力には素晴らしいもの 
があり、韓国のどの選手も顔色が 
なく、あせりを 生じていたの も 事 
実であった。 

今回の試合での反省を生かし、 
来年のオリンピック予選では絶が 
に勝ちたいし、また今回ケガでチ 
1ム等に迷惑をかけたので、早く 
体調を戻し、チ I ムに貢献できる 
よぅ努力します。 • 

がサウジアラビア戦 

河原隆雅 

第 U 回アジア競技大会が、9月 
の日の開会式とともにその幕をあ 
けた。私たち全日本ハンドボ1ル 
チームも、9月な日より化京選手 
がに入村し、この大会に備えた。 
イラクのクウ卫1卜侵攻による影 
響で、クウエ I 卜、イラク共に不 
参加となったため、が戦相手が大 
幅に変更になり、予選リーグ決勝 
トーナメント方式から総当り戦と 
変わり、初戦9月 W 日に韓国とが 
戦する ことにな った。韓国には今 
年7月末じグッドウィルゲームズ 
でが戦して勝っている。これは公 
式戦では1982年に勝ってな来 
の久しぶりの白星であった。しか 
しアジアで王座に立っためには、 
やはり宿敵韓国に勝つことが最大 
の難関である。私たちは、チーム 
一丸となって初戦の韓国に臨んだ 


が、が巧巧の1点差で敗れた。負 
けたことによって自力優勝はなく 
な っ た日本チ！ムは残り試合を大 
切に、一餓一戦を戦っていけばま 
だ優勝のチャンスは あると いう気 
持ちで9月 gj 日に第2戦サウジア 
ラビアと が戰 した。 

サウジアラビアとは、昨年の世 
界選手権アジア予選の時が戦し、 
大差で勝ったチームであるが、試 
合前のミ I ティングでは次のよう 
な注意点が挙げられた。まず第一 
に自八刀自身に勝ち、貞分たちのプ 
レ- ~が出せるようじすること。第 
二にをけ身にならず、攻める こと 
によって自かたちのぺ I スをつか 
む。第ーニに、簡単なプレー をより 
正確に。第四に力を 抜くことなく 
全力を なくすことな ど、どの試合 
にも共通の重要な注意点ばかりで 
あった0 

しかし、いざ試合に入ってみる 
とかなりのスローぺースな試合で、 
日本チ}ムは相手のぺ}スに飲ま 
れ、なかなか流れをかえることが 
できない。昨年の試合時のメンバ 
I の顔ぶれとほとんど変ってはい 
なかったものの、ョ I ロッパから 
コ ー チを呼んだせいかかなり強化 
しているようだ。前半終って見れ 
ば9が7で勝ってはいるものの負 
けているような気八刀である。ハ1 
フタイムのミ—ティングの際、試 
合の流れがスロ I ぺースで自分た 
ちのぺースがつかめないのであれ 
ば、 もっと 流れが速くなるように 
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日本が'生んだ世界の ボール 

日本ハンドボール協会検を球 （J，H，A) 
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L • B • C 中を製をです。 


>巧？わ 
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東京都台東区がヶみい 11-7 
東京•大阪•名古屋•福岡•ネし幌 


プリースローボールを速くポイン 
卜に置いたりして、自分たちでも 
っと速い試合展開に持っていこう 
という作戦を立てた。 

後半が 始まり、 サウジアラビア 
は速い攻撃といえばカットからの 
リンマン速攻ぐらいで、後はセッ 
卜で摇さぶりながらパッシングプ 
レー をとられない ようにうまく フ 
リ } スロ^—でボールを長くマイボ 
1ルにして攻撃を繰り返してくる。 
一方、いざ日本がマイボールにし 
連い流れに しようと 速攻に出れば、 
‘ンユートミス、パスミス、キャッ 
チミスなどのミスで悪循環になり 
なかなか点差を広げることができ 
ず、後半も残りわずかの所で1点 
差、2点差の勝負になって しまっ 
た。結局23巧 W の2点差で逃げ切 
ったものの、試合が終ってみれば 
反省点の多い試合であった。 

試合前のミーティングで話し合 
ったことがほとんど実行できなか 
った。もっとミスを少なくし、得 
おできる所で確実に得点していか 
ないと、サウジアラビアのよ、っな 
スローぺースのチームには、また 
同じような結果に なり かねない。 

今大会でサウジアラビアは、日本、 
韓国に敗れたものの中国に1点差 
で勝ち 3 位に入賞を果たし、今後 
さらに成長してくるチ^~ムだと思 
う。それに太刀打ちするためにも、 
私たちは、試合1時間に集中でき 
るょぅ、ボ！ルに執着ムをもち、 
相手に勝っためにもまず自分に勝 


てるように、今後より一層頑張り 
たいと思います。 

がサウジアラビア戦 

甲斐章義 

韓国に1点差で敗れはしたが、 
まだ大切な中国戦を含めて 4 試合 
あり、韓国も日本同様中国載を最 
終日に控え 4 試合残していた。韓 
国もどこで転ぶかわからないし、 
日本も最大の目標の韓国戦が終っ 
たからといってこの先まだ気は抜 
けなかった。つまりまだ金メダル 
の望みはあった。そのことはスタ 
ッフも強調しており、また選手一 
同も十分理解していた。 

そして、 9 月 W 日サウジアラビ 
ア 戦、とにかく第2戦という こと 
でこの後の試合も波に乗れるよう 
に白星を ここで 確実に取って おこ 
、っと いうスタッフの言葉で、日本 
は前半から気を入れて勝負をかけ 
にいったが、韓国戦の時のような 
戦いぶりは見られなかった。 

ディフ H ンスもオフェンスもま 
るでコンビがとれず、空回りした 
かのように日本のリズムには乗れ 
なかった。確実にセ1フティーゾ 
1ンをキ . ~フ しようと しすぎたの 
か、シユートカがあるのかないの 
かわからない相手に無造作につめ 
てしまったりしていた。そこで、 
日本ディフ卫ンスの弱い大型のポ 
ストマンにパスを落とされ強引に 
もっていかれるケースがあった。 
ロングを巧たせて様子を見ること 


も必要だったのではないかと思わ 
れる。 

長くボールを持たれサウジアラ 
ビアが攻めあぐんでいる時、相手 
のプレ I を長く見すぎていた。そ 
の結果、オーバーステップぎみの 
フェイントやカットインで点を取 
られレフェリングにも悩まされた。 
ここまでは、サウジアラビアの持 
ち味は十分に発揮されていたょう 
に思う。と同時に日本のミスが多 
かった。 

しかし後半からは日本はセット 
オフェンスで点を取られた回数は 
少なかったょうに思う。サウジア 
ラビアのポイントをしっかり読ん 
で潰していた。同じパターンで点 
を取られることはなかった。 

この後もリ I ドはしていたが、 
最後までサウジアラビアが食いつ 
いてこれた理由として、オフエン 
スのミスが多かったのが挙げられ 
る。 ポストとのコンビに頼りすぎ 
て結局ポストだけを見るディフェ 
ンスをされていた。また、 シユー 
トミスも多く、次の中国戟を意識 
しすぎた気配もあった。もっと簡 
単なプレーで点は取れたと思う。 
サウジアラビアにがする攻め方で 
はなかった。 

試合結果は2点差で辛くも逃げ 
勝った。これは勝負どころを把握 
して、そこは確実に点を取ってい 
たからだと思う。 

しかし、このザウジアラビア鑛 
はこの先まだ 4 試合なにが起こる 


かわからないということを教えさ 
せられた試合であり、次の中国戦 
でサウジアラビア戟の反省が生か 
された ことは たしかであつたと思 


が中国戦 

魚住が彥 

初戦の韓国を接戦の末、1点差 
で落としてしまい、当初の目標で 
あった金メダルが、危うくなった。 

2試合目のサゥジアラビア戦は、 
楽勝で勝てると思ったが、思って 
いた£5上にサゥジの善戦に合い、 

2点差で辛くも勝利を得た。 

そして、 3 試合目、中国戟を迎 
えた。金メダルをおう全日本チ I 
ムとしては、絶がに落とすことが 
できない試合となった。 

中国は、1、2戦を大差で勝っ 
て来て おり、 それに開催国と あっ 
てム]ド，は最高潮に達しての試合 
となった。チ I ム自体もベテラン 
と若手がうまく曠み合い、前の試 
合では調子にのせたら手のつけら 
れない場面が見られた。でも、が 
戦相手の DF の弱さも あって か、 
そんなに強いチームという巧象は 
なかった。 

ゲ}ム前のミーティングでは、 
攻撃は、リズムを大切にすること、 
ずりでは、涵えに行くのではなく、 
打たせてマイボールにすることな 
どがあげられた。しかし最終的に 
は、勝利という結果を出さないと 
しょ、っがないので、一致団結して 
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巧ちこんでしまう性おです0 

巧きなことを、がきなだけやっているうちにここまできた。 

面白 t 、なぁ、くや U 、な、弓れ U 、なと言って I 、るうちに、ここにいた。 

ボール t 、つこあれは、，中になれるポクたちは、きっと天下無巧の幸せまなんだ、と思 t 、ます。 
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頭張ろうということだった。 

試ん口は、予想通り大観衆のほと 
んどが、中国側応援という中で始 
まった。中国の攻めは単調で、$2 
番のきっかけからの攻撃、が度や 
サィドが切っての攻撃がよく見ら 
れた。 DF は、ボールに討しての 
寄りが早く、早目にチェンジして 
来た。型として一•二•三の DF 
をひいていたものの、すごく広く 
感じられた。よって全日本の攻撃 
では、簡単な切り返しがよくきい 
ていた。 

全日本は、 DF が好調で、よく 
足が動いており、練習でやった2 
が 2の壁を崩さない ということ も 
しっかり できており、打たせてキ 
3パ J が取るというずりができて 
いたと思う。 DF が良いと、おの 
ずと攻撃も良くなるわけで、中山 
のロングに 始まり、 甲斐のフユィ 
ントプレ I 、酒巻さんのカットィ 
ンブレーと多彩な攻撃で点数を重 
ねていった。 

常にリ I ドする形と なり、 終っ 
ておれば、 前半？^がが、後半9が 
巧、合計 U がのと、予想な上の点 
弟が っき 完璧な勝利といえる試合 
となっ た。 

中国としては、ここまで離され 
るとは 思わなかった だろう。 来年 
の アジア選手権を 控えて、 全日本 
としては 中国にがし、強い全日本 
を揉せつけられたと思う。 


が化朝鮮戲 

宮下和広 

私たちは、2勝1敗でこのゲ I 
ムを迎ぇたわけでずが、選手全員 
が戰するのは初めてでどんなチ！ 
ムなのかもわからなかった。 

とりあぇず、試合観戦をして感 
じたことは、雑ではあるが、速攻 
が 早く、 クロスプレ J や ショ ート 
スカイな どを主体に攻めてくるチ 
1ムで、自八刀たちとしては守りで 
は、自分の マ！ クをしっかり取り 
2巧2の ラインを 崩さずにずれば 
相手が勝手にミスをしてくれるの 
で、この部分を撤底した。 

そして、攻めでは、簡単な こと 
を確実にプレ—ずること。 

あとは、韓国が負ければ得失点 
差で、金メダルの可能性も出てく 
るのでとにかく点を取らなければ 
いけなかった。 

ゲームが始まり、点を取らなけ 
ればといぅ焦る気持ちを知ってい 
るかのょぅにショ . ~トスカイを数 
本決められ自分たちのぺ I スをつ 
かめず、チ I ムにとって勢いの欠 
ける展開になつてしまつた。 

そして、ハーフタイムでは思つ 
ていた通り"カツ"を入れられ後 
半に臨んだ。 

しかし、審判のホイッスルも手 
伝ってか後半になっても何かしつ 
くりこないゲ I ム内容で、点差は 
姑巧^と開いたものの、しっくり 
こなぃゲ1ムとなってしまつた。 


前試合が中国戦でそれに勝てた 
ので、気持ちのどこかでホッとし 
てしまっていたのだと思う。やは 
り国と国との戦いなので、どんな 
相手でも気を引き締めて取り組ま 
なければ今回みたいなピリッとし 
ないゲームになつてしまうょうな 
気がします。 

がアラブ首長国連邦戦 

秋ま哲男 

アラブ首長国連邦戦は、日本が 
平均身長で上回るばかりか、スピ 
- —ド、テクニック、パワ I も一枚 
上だった。 

試合内容は、最終戦ということ 
もあり、メンバ—全員気迫がみな 
ぎっていたが、試合の開始早々は、 
その気迫が空回りして、得点が伸 
びなかった。 

しかし、ワンマン速攻や三次速 
攻が決まり始めてから点差が開き 
始め、一方的な試合になった。 

アラブは、独特なパス回しから 
時折りミドルやポスト攻撃を仕掛 
けてくるが、いずれも短発で、日 
本の D F を崩すことができなかっ 
た0 

今回、中東勢の、サウジア ラビ 
ア、アラブと 2試合巧なってみて 
一番感じた ことは、 調子に乗った 
時に持っている力の柳％な上は出 
ているのではないかと思われるほ 
ど迫力がある攻撃だった。 

中東勢とは、これからも对戦し 
ていくが、相手が肅めるような、 


OF 、 DF を日本がやっていかな 
いかぎり、調子づかせ、取り返し 
のつかないことになってしまうと 
思う。 

また、中東勢に限らず、そのょ 
うな気持ちで試合に臨まなければ 
ならないと思う。 

最後に、今大会は、韓国に敗れ 
2位だったが、来年の8月に行な 
われるアジア選手権(バルセロ 
ナ•オリンピック 予選)では、チ 
I ムの課題、個人の課題を克服し 
て、 必ず優勝し、 オリンピックの 
切符を手に したいと 思います。 

選手がの生活 

失内 浩 

私にとって今回が3度目のアジ 
ア大会でしたが、選手がにっいて 
は、生活する上ではなんの不自由 
はなかったと思います。 

選手村の造りは、巧階建のマン 
ション造りで 「2 LDK 」 から 
「3 LDK 」 で、各室4名〜7 名 
が入り、：2日間生活をしたわけで 
すが、近代的な造りのわりには、 
内装で手抜工事が目立ち、むりや 
り大会に間に合わせた感がありま 
した。 ある 室では、 トィレが 詰ま 
り、夜中に工事をずるなど日本で 
は考えられない ことが 多かった と 
思います。 

また今回の大会では、選手村に 
アルコ I ル等の持ち込みが禁止さ 
れ、国内ょり持ち込んだウィスキ 
1などを没化され、ゲート内に山 
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穂みになっているのをゲ ー トを通 
るたびに横目でチラチラ見ながら、 
選手たちが通っている姿がみぅけ 
られました。これまでの大会でア 
ルコール等に厳しかったのは初め 
てのことで、各選手も不満をもら 
していましたが、時間がたつにつ 
れ各選手が頭を使いビンなどでは 
X 線のテレビカメラに映るためポ 
り容器にウィスキーを入れ村内に 
持ち込んでいた選手も少なくなか 
ったと聞いています。 

食事については、お国柄中華が 
中んで、油が多すぎて日本選手に 
は評判が悪かったと思います。 

最後に、今大会はこれまでの大 
をの内では入出がについては一番 
厳しかったと思います。村外の回 
りには、〜挪 m 間隔で兵±が 
自動小銃を持ち、四六時中目を光 
らせている姿を見ると、昨年の天 
安門事件を思い出して背筋がぞっ 
としましたが、大会期間中はなに 
もなく結局今大会は中国のために 
だけ開催されたものと感じたのは 
私だけではなかったと思いました。 

閉会式に参加して 

武田英雄 

第 U 回アジア大会の閉会式に、 
幸運にも参加することができた。 

期待と不安を胸に行進した開会 
式から試合が終えて解放感が全体 
から私自身感じられた。 

パラグラィダーにょる空中ショ 

を見上げながら、記念写真を撮 


ったり、外国選手とピン，の交換を 
入場行進前の短い時間の中で行な 

つ.でいました0 

入場行進は開会式にくらべて比 
較的自由に行進し、日本選手は緊 
張から解き放れるよぅにゥエ I ブ 
を中国の人々に披露しましたが、 
不発に終ったよぅでした。しホし 
各選手の気持ちが前面に出ていた 
と思います。近い将来はアジアの 
小さな国の選手から大きな国の選 
手まで一緒に行進することによっ 
て最高の閉会式ができるのではな 
いかと思いながら歩きました。 

スタンドじは、多くの中国の 
人々がつめかけ、選手に声援して 
くれましたが、その中でも中国合 
化には！段と高い声援がおくられ 
ており感激しました。近い将来は 
国の違いはあるが、中国と中国台 
化‘が一緒に行進することを実現し 
てほしいです。 

フィールド内のセレモニーが終 
了すると選手はスタンドに行き、 
中国伝統の踊りを見学することが 
できました。剣を使っての踊りや 
W m はあると思われる龍が踊りま 
くり空に舞い上がって巧きました。 

アジア中の民族衣装をまとって 
の踊り、サーヵス団による自転車 
W 人乗りの曲技などを披露してく 
れましたが、最後のフィナ I レと 
して美しく花火が披露されました。 
夜の空に美しい色とりどりの形の 
花火がアジア大会のフィナーレを 
美しく飾って閉会式が終りました。 


日本チ—ムの特色 

首藤信- 

日本チームのこれまでのゲ^ム 
を考えて見る と、 前•後半の立ち 
上がりが悪い傾向があると思いま 
す。 

また、ゲーム中 DF が悪くなる 
と攻撃まで悪くなり、相手に連続 
失点を許すケースが見られる こと 
から、 DF でチ I ムのリズムを と 
つてゆく チ^ —ム だと 思います。 

DF がしっかりしている場合は、 
速攻やセットプレ I でも実に良く 
得点をあげます。このことから、 
gkq ファィンプレーは不可欠で、 
GK があたっていない時は、苦し 
い物も考えられます。 

速攻を見るとほとんど一発速攻 
が多く、パスをつないだ二次速攻 
での得点が少ないことからボ J ル 
のつなぎに問題があると思います。 

攻撃を見ると、前は外人のひい 
た DF に弱い所が ありまし たが、 
今は、上から打てる両が度がいる 
ので苦にすも必要もなくなり、チ 
I ムの得点能力もアップしている 
と思います。しかし、その半面 D 
F がつめる よぅになり、 ポストが 
生き出した時に、なかなかパスを 
通せず、チャンスを生かせないこ 
とが多くあり、全体的じポストへ 
のパスが少ないチームだと思いま 
す。 

攻めの指示は、センタ1から出 
されることが多く、ほとんどコン 


ビプレーで巧擊します。フォ1メ 
1ションの動きは、サイドにボー 
ルを入れてタイミングをとる こと 
が多く、相手 DF がサイドにボー 
ルを入れないょぅにした場合攻め 
あぐねる傾向があります。 

あと、左ききが1人しかいない 
ためか、ボール回しが才 J プンに 
回ることが多く、クロスが少ない 
チームであり、もし、クロスをし 
た場合は、フホ J メーシヨンの始 
まりだと考えていいと思いまず。 

次に DF を見ると 、I •二 • S 
DF をしいていますが、前に比べ 


成積は1勝3敗1分で、日位で 
あった。をく残念な結果であり、 
メダルを目標にしていただけに實 
任を痛感している。反省点として 
从下のことがあげられる。 

①控えメンバーのトレーニング 

不足 

中国、韓国とも前半の〜の分ま 
では、全くの互角の戦いであった 
が、 レ ギユラーが明らかに疲労し 
ている時、控えのメンバーを段入 
しても、そこまで、トレ I ニング 
が出来てなく、 ミスをしてはまた 
レ ギュラ I を段入し、余力のない 
まま戦って前半 残り 5 八刀ぐ らいで 
連続失点ををけ てし まった。 この 


て真中4人の層が厚くなり、相手 
OF に合わしたトップやが度をひ 
けるよぅになり、堅い DF につな 
がっていると思います々 

しかし、大きいポストにがして 
は蘭く、そこからチャンスまたは 
シユ！卜を狙われると弱い所があ 
りまず。相手チ1ムを見ると、強 
引にプレ I してくるチ t ムに对し 
ては弱い が、 ある 程度ボ I ルを 綺 
麗に回ずチ—ムにがしては強い面 
があります。 

な上のことが日本チ I ムの特色 
だと思います。 


ことは後半にも同様であった。 

②戦術的な多彩さの不足 

攻撃において、ポジション活動 
がま体であり、 ロング シュートが 
決まっている時は良いが、だめな 
とき単調になり、各人が個人プレ 
I ( フェィント、ドリブル) の 流 
れる傾向にあったことが、この大 
会でも表われてしまった。ポジシ 
ヨン移動 (たとえば 、 one post か 
ら two post への移巧)の攻撃が未 
消化のままであった。 

相手日人の時の攻撃戦術が不安 
定であった。相手日人にがするフ 
才 I メーションは 用意していたが、 
トレーニング不足で安定がなかっ 
た0 

コンビネーションプレーが不完 
全であった。たとえば、スカィプ 


夕子選手団 


結果と反省 

コ—チ•水上 
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レーやポストプレ}など2人，3 
人でのコンビプレーが不完全で、 
ミスに終ることが多く、 トレー ニ 
ング不足であった。 

⑤1が1の弱さ 

攻防において1が1の弱さが目 
立った。 

たとえば、韓圍チームのフェィ 
ントによる1が1の強さや、台化 
チームのカットィンのスピード、 

化朝鮮の身体を張った1が1の防 
御。 

④精神的な弱さ 

化朝鮮とのゲームにおいて、残 
り 7 か 3 点リードを逆転されたゲ 
^ムなど、グィグィ押してくる化 
朝鮮の迫力に圧倒されるように逆 
転された。防御では押しみまれ、 
攻撃では、逃げたようなプレーが 
見られるなど、 ここと いう時の強 
さに欠けていた。また、台化戦で 
は、 5 点差で勝てば 3 位になると 
いう こと も あり、 全員が緊張して 
しまい、全く力を出せない選手も 
ぃた。 

な上いろいろな 反省点をあげた 
が、夕くがコ^~チングスタッフの 
問權である。準備が十八刀でなかっ 
た点を、が機チームにつかれた結 
果 となり、 明らかに トレー ニング 
不足であった。しかし、個々には、 
韓国戦で小松選手が大活躍するな 
ど若手の選手の台頭も見られた。 
来年開催される、広島でのアジア 
選手椎(兼オリンピック予選)へ 
は、長期間の継続した合宿を行な 


ぅこと で、これらの個々の反省点 
を解消し、かつが戦チームの分析 
を徹底して巧ない、選手ともども 
努力していきたいと思っている。 

アジア大会に参加して 

竹吉由江 

9月糾日月曜日、アジア競巧大 
会の開会式が盛大に行われました。 
開会式では、子供達の華麗な踊り 
や「あっ」と驚かせる演出などで私 
たちを十分満足させてくれました。 
が日から男子と一日置きに試合は 
巧なわれ、韓国•中国.北朝鮮. 
台湾.香港の5チームでメダルを 
争いました。中でも台湾戦がとて 
も悔しい思いをして1番印象に残 
っています。台湾は、全体的に小 
柄でジュニア上がりの子たちがほ 
とんどスタ^トメンバ I で出てい 
ました。私がジュニアチームの時、 
台湾で世界ジュニア選手権大会の 
出場権を争ぅ試合がありました。 
今までの日本は台湾に必ず勝って 
いたとい、っ話を聞いていたので、 
自分たちも勝つのが当り前だと思 
ってました。1戦目は快勝し、2 
戦目は6点もリードされてしまい 
後半追い上げたものの負けてしま 
いました。しかし、結果的に得失 
点差で勝ちましたけど、自みたち 
の負け試合から台湾は、波に乗っ 
てしまったのだと思います。今年 
のジュニアは、2戦ともあつさり 
負けてしまつたと聞きましたし、 
台湾は日本にとって、怖いチーム 


になってしまった のです。 

今回のアジア大会での試合も最 
後まで点の取り合いでした。後半 
は、ほとんど台湾のぺ I スで、日 
本は1点を取るのがやっとでした。 
最後の最後に日本が1点取って試 
合は、引き分けに終ってしまいま 
した。終って少しすると何故か延 
長戦をすることになり、日本は、 
意地で勝つことができましたが、 
正式な結果では、負けとなってし 
まい、自八刀達は5位で終ってしま 
いました0 

延長戦での結果が無効になり、 
日本にとって大変ショックなこと 
でした。このことについて、かな 
り揉めたそぅですが、選手たちの 
ショックは大きく、この台湾戦で 
の一戦は決して忘れることのない 
悔しさが残っていると思います。 
これからの日本に必要なのは、体 
力ょりも誰にも負けないくらいの 
強い精神とあ耐だと私は思います。 
もっともっと練習の中で各自が力 
を付け、沢山のゲームを経験し、 

チームに自信をつけて行かなけれ 
ば今度 こそ 負けてしまぅかもしれ 
ません。来年の W 月に行なわれる 
オリンピック 予選では必ず勝たな 
ければいけないし、勝つためにん 
巧体の充実に努力を惜しまず努力 
いたします。 

化朝鮮の特色について 

松澤巧子 

私にとってアジア大会は、初め 


ての参加で4年に一度という大会 
に出れ たことを、とてもうれしく 
思っています。 

世界選手権となると、大柄な長 
身選手が目立ちますが、アジア大 
会では、日本を含め小柄な選手ば 
かりでした。この アジア大会を通 
じて、アジアで勝てないと世界へ 
出て巧けません。化界の壁は厚い 
といいますが、まだまだ未熟者の 
私たちには、アジアの壁も厚いの 
だと 感じました。 

この大会での2戦目の化朝鮮戦 
の1敗は、最後まで足を引っぱり 
ました。化朝鮮と い，、 っ国は、隣国 
でありながら、巧くことができな 
い遠い国だと思っていました。 

アジア大会に参加して、見た化 
朝鮮は、一見韓国人のょうだけれ 
ども、まったく違った雰团気を持 
った人たちでした。 

ハンドボ1ルのプレー面では、 
長身のすごいロングシューターが 
いる訳でもないのに、全員が走っ 
て、手荒な感じのずるシュートを 
巧って くる チ I ム でした。韓国な 
どは、ゲ^ムすることが多く見ら 
れるけれど、化朝鮮は初めてのゲ 
I ムと あって、どんなチ I ム なの 
かわからなかったので、戸惑いも 
見られました。 

化朝鮮は、一言でいぱてしまえば、 
攻撃的なチームだと思います。お 
術的なことょり、今の私たちにた 
りない、精神力の強さが見られま 
した。得点が離されても、騰つと 
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いうことに巧して意欲的で、残り 
S - 問がなくて、この得点差ならだ 
いじょうぶだと思っていても、い 
つ河をするかわからないチ I ムな 
ので、最後まで気が抜けませんで 
した。 

結果として日本は、靴が^で化 
朝鮮に敗れて、 5 位になってしま 
いました。ゲーム前に、私たちは 
「戰争をしに行くんだ」と言われま 
した。最後の最後には、技術的な 
ことょりも、精神力的な ことの 方 
が大切なのではないかと思います。 

来年広島で行われるアジア予選 
には、この大会の悔しさを忘れず 
に、大和魂を持って挑み、頑張り 
たいと思います。 

が中国戦 

比嘉晴美 

2回戦に化朝鮮という新しく出 
てきた チ ー ムに負けて しまい 後の 
試合は絶がじ落とせない状態の中 
で、中国とが戦することになった。 

過去、中国とは今までの大会で 
いいところまでいきながら、いつ 
も負けており、来年のオリンピッ 
ク予選となるアジア選手権のため 
にも、中国戦に焦点を合わしてい 
たので、全員、気合を入れて試合 
に臨んだ。 

先取点を取られたものの、点を 
おる取られるのゲームを展開、化 
分ぐらいから日本の得点のリズム 
がくずれ、なかなかシュートが決 
まらなくなりだした時、長年のキ 


ャリアをもつ中国の2香の選手の 
強引なプレーや、体をあずけてく 
るポストなどで、隙をつかれ、お 
されぎみのまま4点差で前半を巧 
りおした。 

後半に入ってすぐ、デイフェン 
スの隙をつかれ、6点差になった。 
その後中国はリズムにのり、前半 
にマ J クされシユ I トチャンスが 
少なかった^^番のロングが決まり 
だし、それからポストやサイドな 
どに展開され点差を広げられてい 

った0 

一方日本は、フォーメーション 
やセンターの切りくずしから得点 
を重ね、4点差までいくが、相手 
が日人の時のセット攻撃ミスや、 

ノ ー マ I クシ ユ ー ト ミスな どで、 
得点差を縮めることができず、結 
局6点差で試合を終了した。 

反省点として、ノ ！マ^ — ^クシユ 
1卜の確実性、コンビネーション 
などをもっと細かく合わせていき、 
デイフェンスでは押しこまれない 
よぅなパワ I をつけること。 

当面の焦点は、中国になると思 
ぅが、台湾や 化 朝鮮も大部力をっ 
けているので、これからもっとき 
びしくなってきますが、頑張りた 
いと思います。 

香港チームの特色 

武津優子 

アジア大会が始まり、現地入り 
するまで、香港にがしての情報が 
無く、選手村の日本選手団の棟と、 


香港選手団の棟が離れていたため、 
チームの雰囲気もわかりませんで 
したし、 生活の部分でも交流がな 
かったので、が戟した時は、全く 
零の状態で顔を会わせたことにな 
ります。 

香港は第4戦目で、韓国、化朝 
鮮、中国に 3 連敗の後で、必ず白 
星、そして次のムロ湾戦へつながる 
ゲ ！ ムにずる こ とと い ぅ こと で臨 
みました。 試合前の エー ル、握手 
を交わす時でも、特に高ぶりは感 
じられなかった ょぅに 思います。 

試合は、前半 W — 3、 後半巧— 

2、計お—5で終わりました。 

選手自体は小柄な方で、大きな 
選手目立ったプレーヤ1はいませ 
んでした。 

日本もハンドボ1ルの普及度は、 
まだまだだと思いますが、香港は 
日本从上に遅れているのではない 
でしょ、っか。 

今アジアのハンドボール界の中 
で、ランキングはありまずが、こ 
れから、かなり厳しくなると思い 
まず— 

台湾チ—ムの特色 

小松晃子 

私にとって初めてのナショナル 
メンバーで、初めての国際大会に 
参加しての試合でした。そのため、 
日本では知ることのできないいろ 
いろなことを勉強ずることができ 
ました。 

台湾というチームは、まだほと 


んどが高校ホという若いチームで 
したが、去年から結集されたジユ 
ニアのメンバーであり、今のジユ 
ニア、兼ナショナルのメンバ I で 
もあるため、「ここぞ」という時の 
団結力には、優れたものがありま 
した。攻撃力の方は、大きくて上 
から巧ってくる大砲役の子がいる 
わけではありませんでしたが、デ 
ィフェンスをくずしてくるキレの 
あるフェイントと、ブラインドを 
利用したスナップシユ—卜などで、 
多く得点されました。キ I パーも 
身長は大きい方ではなかったもの 
の、隣発力とボールへの集着力は、 
すごかったです。若いチームなた 
めかミスなどは多かったけれども、 
ミスを恐れずに、堂々と自分たち 
のフレ I をしているように見えま 
した？このチームは、これからど 
れだけ伸びるのだろうかと不安に 
もなりました。 

私たちは、この試合は引き八刀け 
となり、大会規定に従い、延長戦 
を行いました。激戦の末？^—おで 
勝ち、銅メダルを手中にしたかに 
みえました0 

次の日、台湾の人たちが私たち 
のと ころまできて、手などを使い 
ながら、「私たちはあなたたちに 
負けたために、 W 万、飛んでいっ 

てしまった . 。」と訴えるかのよ 

うにいってきました。彼女たちに 
とって、試合は仕事と I 緒だった 
ため、そう訴えるようじいってき 
たのだと思います。彼女たちの相 
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手に巧する闢争心には驚いてしま 
いました0 

そして、これが、彼女たちと私 
たちの試合にがする執着んの違い 
であると思います。 

また、今の私たちには、足りな 
いものであり、これを満たすこと 
がこれからの課題で あると 思いを 
した0 

一晩開けると、延長戦の部分の 
スコアは、無効となり、 5 位とい 
う結果に終わってしまいました。 
この試合で、1点の重さがどれだ 
け大切かということを感じさせら 
れました。 

私は、このょうな結果に終わっ 
てしまったことを悔んでなりませ 
ん。この悔しさを、これからの課 
題とし、合宿、試合に生かして、 
次の広島でのアジア選手権で、バ 
ルセロナヘの切符を手にできるょ 
うに、自分自身精一杯努力して頑 
張りたいと思います。 

遠征全般について 

梅原直美 

今回、初めてアジア大会という 
大きな国際大会に参加出来たこと 
は私にとって一生の記念になると 
おいます。また、私にと？ての今 
回のアジア大会はいろいろと勉強 
になったこと、学んだことが沢山 
みりました。 

まず一つ目は、精神的なことで 
試合前のミーティングの時に監督 
から国と国との戦いだから、私た 


ちは戦争に来ているんだといわれ 
ました。でも私はその時に、心の中 
で「戦争だって」と思いながら聞い 
ていました。 

でも終ってみてよく考えてみる 
と本当にその通りで、私たちは戦 
争に来ていたんだと思いました。 
それは何故かというと、いざ試合 
になってみると結果的に、考え方 
の甘さが出てきたり、チ}ムの弱 
い部分がそのまま出たりと自分た 
ちの弱さで負けたことが3度 あり 
ました0 

でも、プレーで負けたのなら直 
しようがあると 思いますが、精神 
的なことは、 いくら 直そうと思っ 
て も自分の意志が伴わなければ結 
局なにをしても一緒で、大事な所 
で弱い所が出てしまうと思いまし 
た0 

そして、全試合を通して自分で 
何が一番大事なのか考えてみたん 
ですが、凄いプレ^~•どするとか凄 
いシユ ー トをすると かでは なく、 
ハンドボールにがするん構えと姿 
勢だと思いました。また、自分に 
置き換えてみますと、私はそのふ 
たつ共が中途半端だったと思いま 
した。 

2つ目は、自分自身のことにつ 
いてです。このアジア大会は、私 
に とってとても 意味のある大会で 
した。昨年の世界 B の予選で日の 
丸のュニフォームを脱いでいたは 
ずなのにまた再び戻って私にでも 
役に立てることがあればとアジア 


大会に臨み、結果は5位でした。 
その時に自八刀はこの大会にきて何 
をしてきたんだ ろうかと 疑問に思 
、っょうになりました。このチーム 
の中で私は何をしたのか。たとえ 
ば、試合では頑張ってたとか精神 
的にチームを引っぱってたとか。 
でも何もできず、ただしたといえ 
ば足を引っぱっていてチームのマ 
ィナス部分をつくっていたょうな 
気がします。私は、いったい何の 
ために全日本に戻していただいた 
んだろうと考える ととても 情けな 
くて申し訳けなく思いました。 

3つ目は、沢山の方々と話す機 
会があり、自分の競技あるいはそ 
の他の競技にっいての見方や考え 
方、また感覚の違いについてとい 
ろいろと話したりずることができ 
ました。いろんな方と話している 
と沢山教えられることもあったり、 
「あ、こんなこと も」 あるんだと思 
うことも ありました0 

最後に、この大会に参加できて 
私にとって大きなプラスになりま 
した。そして、出発直前までいろ 
いろな方々にお世話になったこと 
に感謝しておりまず。また、私を 
再びを日本の仲間に入れてくださ 
ったスタッフの方々にもありがと 
うとお礼をいいたいと思いました。 

が化朝鮮戦 

松田史佳 

巧倒中国で、アジア大会に臨ん 
だ私たちは、いきなり2戟目の化 


朝鮮戦で大きくつまずいてしまっ 
た。初めてが戦する相手であり、 
どういったチームかは、前々日の 
化朝鮮が台湾の说—巧のゲームを 
みただけである。しかし こ、 っいっ 
たことは、 国際試合においては当 
然 のこと である。 

9 月说日、巧時 W 八刀試合開始。 

自分は緊張していた。プレーが 
小さくなり消極的な動きでミスの 
多発、まわりが見えていなかった。 
全く情けない。前半とったらとり 
返すといったシ I ソーゲームで、 

— w と、1点リ}ドで祈り返し 
た。ハ I フタ イム。不安な気持ち 
でいっぱいだった。いったい自分 
は W 分間何をしたのか？ただ、 

W m のコートを何回も往復してい 
ただけだった。 

後半に入り、しばらくは苦しい 
時が続いたが、相手の退場もあり、 
ミスから 得点につなげることがで 
き、日本は4点のリードをょうや 
くつかむことができた。しかし、 
ここで勝ちゲームを知らない「全 
日本女子の弱さ」が出てしまった。 
4 点リ I ドしていながら、後半の 
後半6連続失点という最悪も最悪 
で、ディフェンスが守りきれなか 
った。技術面においては、何もな 
いと 思う。ただ強引につっこんで 
くるプレーに、日本はついていけ 
なかった。自分、自分たちの ミス 
が あまりに も多すぎた。 

化朝鮮選手が、ラストの笛が鳴 

った瞬間抱きをって喜んでいた。 
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その姿は、今でもはっきり、頭に 
彈かんでくる。 

さらに、化朝鮮はどんどん強化 
してくるにちがいない。体 も、 ス 
ピ I ドも、 引け目は全く感じられ 
ないが、勝つことへの執念、精神 
的に相手の方が上回っていた。 

絶対に勝つという気迫と集中力 
に欠けていた。 

自分は、もっともっとサィドプ 
レとしてやらなければなら 
ない化事をしっかりできるょうに 
したい。まだまだが度に負担が多 
ずぎる。 

化朝鮮にとって、日本に勝った 
ということは、これからの大きな 
ステップになると思う。日本の女 
子ハンドボールは、「中国」、「韓 
国」 だけでなく、ほとんどのアジ 
アのチームをあなどれなくなった。 

アジア大会で思わぬ展開になっ 
てしまい自かたちの力のなさに痛 
感した。しかし、アジア内で とり 
のこされないょうに頑張りたい。 

销会が 

小松瞄浩子 

9 月の日から中国.化京で巧な 
われた第 U 回アジア競技大会も W 
月 7 日で幕を閉じました。 W 日間、 
を競技熱戦を繰り広げ、最終日の 
閉会式では中国独自のさまざまな 
演技で、私たちの目を楽しませて 
くれました。大観衆の中入場して 
巧く'と、開会式の時とは違った緊 
張感があり、また、終つたんだな 


という安ん感もありま../。聖火 
が消えるのを見た時は、少し悲し 
いような気持ちでした。選手団が 
退場した後は、子供たちの演技で、 
華麗な踊りで楽しませてくれまし 
た。何人ぐらいで踊っていたのか、 
考えられないくらいの多人数のモ 
供たちが同じリズムで、間違、 っ こ 
となく、 きちんと 踊る姿が とても 
可愛らしかったです。この日のた 
めに、毎日毎日練習していたのか 
なと思う と、 私たちと同じで、練 
習して発表する場、試合と同じこ 
とだと 思いました。あれだけの人 
数を指導する人も大変なことで、 

いろいろな苦労もあったと思いま 

すが、大成功に終わり、きっと満 
足していることでしよう。 

子供たちの演技の後は、中国の 
ずばらしい歌手の歌を聞きました。 
すき透る ような 声が場内にひびき、 
会場を一層盛り上げました。そし 
て、次回行なわれる広島でのアジ 
ア大会のための歌と、今大会のマ 
スコットでも ある パンダが登場し、 
広島でのマスコットと一緒に場内 
をまわり、楽しませてくれました。 
そしてフィナ^ —レを飾るのにふさ 
わしい花火が打ち上げられました。 
いろいろな花火が巧ち上げられる 
たびに、観声があがり、私たちを 
十分に満足させてくれました。同 
時に、今大会の幕を閉じました。 

日間という長い期間、それぞ 
れ反省すること、考えることが一 
人一人あつたと思います。満足の 


行く者もいたと思いますが、日本 
で、広島で行なわれるアジア競技 
大会では、今大会从上の力で頑張 
つてほしいと思います。また、来 
年 W 月に行なわれるオリンピック 
予選では必ず勝って、バルセロナ 
に巧きたいと思います。日々の努 
力と各自の自覚とで、 また 気持ち 
を切り変えて自信を持って次の大 
会に臨んでほしいと思います。 

中固の印象 

西村聖子 

中国化京空港に足を踏み入れる 
のは2度目。秘が高校1年の時に 
きた 4 年前と比べて、 どう 変わつ 
ている だろうと、 大いに期待をし 
て中国にのりこみました。中華入 
民共和国の首都であり、政治、経 
済、科学と文化の中、心地である化 
京で開催された今大会は、中国だ 
からこ そでき ると いうのが前面に 
でた大会でした。運嘗、設備、そ 
して警備の厳重さは、私の予想を 
遙かに超えた大規模なものでした。 
国ぐ るみで高い理想を揚げて労働 
を尊んでいる社会を実際桃めて、 
資本主義である日本とは違うとい 
うこと を実感しました。 

市内の様子を最も印象づけるの 
は、おびただしい自転車です。 

百 m はある道幅もラッシュ時には、 
半分は埋めつくし、川のように流 
れていました。 バスに乗って移動 
中の時のこと。大通りを走って い 
ると、 前方に いきなり 飛び込んで 


きて素早く|4,1る人がいます。危 
うく 事故になるところで、私はヒ 
ヤリ としました。日本であれば一 
番キモを冷やすのは運転手なのに、 
当の運転手は怒鳴りもせず、その 
上顔色ひとつ変えず、平然として 
運転を続けていました。その後も、 
正面衝突 しかね まじき勢いですれ 
違う。 クラクシ ョンが凄まじい。 
ノロノロと 前をいく トラックを 追 
い越そうとしては鳴らし、 フラフ 
ラと道路の真ん中へ入ってくる人 
や自転車を、追い抱おうとしては 
鳴らす。車が近づいても悠然とし 
て歩いていくのですから、安心し 
てバスに乗っていることができま 
せんでした。これから中国では、 
交通ル I ルを徹底させる必要がぁ 
ると痛惑しました。 

この遠征期間中、選手村で生活 
をしていた私は、一度、一般の人 
の生活をみたいと思っていました 
が、素顔の中国をみることができ 
ずに終わってしまいました。ただ、 
わずかながら一般の人と接したり、 
通訳の人から聞いたことから思う 
と、日本人と中国人を比べると、 
日本人の短気が目立ちます。中国 
人は気の長い人間です。定刻通り 
出発しないバスの中で、ィラィラ 
して文句をいっているのは日本人。 
中国人は待つことには慣れている 
とみえて、少しも イラ イラせず、 
のんびりと おしやべ りをしている。 
最初は、私もずいぶんイライラし 
ていましたが、中国では焦っても 


仕方がないと思い、何事にも待つ 
ことにしました。分刻みで斤動し 
ている日本人からは、考えられな 
いことですが、中国人の考えから 
いうと、「ずべては時間が決める。 
自分の力で決まるものではない、 
自然のままに任せている。」という 
のです。道端でも、日本では見る 
ことのない光景が多々ありました。 
日なたぼっこをしている人、碁を 
巧つ二人の周りに群がる人、試合 
会場の周りで写真を撮る家族連れ 
の多さ：：：。 

どこを見ても、人、人、人、の 
化京の街—アジア大会が開催 
されるにあたって、改善された化 
京の街は、新と旧の調和を保ち、 

巿内の史跡のゆきとどいた保存じ 
も、手が加えられているたたずま 
いでした。また、ところどころに、 
国内情勢の不安定さを感じました 
が、「社会主義中国」は、豊かな国 
家を目指して「現代化」が進められ 
ている、活気的な國という巧象か 
強く残りました。 
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岩手大 山形大 
※福島大、岩手大ともに3部残留。 


関索学生 


各地学生秋季 U — ク戦から 


化お道学を 


化教大画館 

函館大 

化大 

函館大 

小梅商科大 

化大 
化教大両館 
小婿—商科大 
北海を園大 


パ丄 

To 


小樽商科大 

室蘭工大 


IX 1± 
2 2 

7—6 
2 1 

5—8 
2 1 

4—3 
2 1 

2 — 8 

2 1 

Ai 8 

方 1 

616 

2 2 

413 
2 2 


▼男子1部 

盡證大 

東化学院大 

仙台大 


の岩手大 


1 _ 8 

2 1 

416 
ふ 1 —I 


岩手大 

岩手大 


(^月557日/化大体育館ほか) 

▼男子1部 

化海学園大 糾—巧 室蘭工大 
函館大 Tn ル樽商科大 

化 大 での 羹疆 

化 大 化 IU 小樽商科大 
函館大 化海学園大 


化教大馴路 S — 别 化見工大 

化見工大 の —S 类奪部 

化教大馴路 巧—巧 札幌大 

化見工大 別—巧 化教大旭川東化学院大 の—?3 東化福祉大 

化星大 把—の 类医学部東化福契 仙台大 


岩手大 巧—巧 東北大 
福島大 S 1 扣 岩手大 


Tn 化海学園大 
§—7 化教大画館 
化海学園大 

WI 2 室蘭工大 
室蘭工大 
Tn 室蘭工大 
巧 Is 化教大函館 


函館大 お IW 北大 
〔順位〕①函館大③化海道大③化 
海学圃大④小樽商科大⑥化海道教 
巧大函館分校⑥室蘭工業大 
▼男子2部 
が幌大 
藍大馴路 
化星大 
裴大馴路 
お星大 

化教大旭川 

化見工大 

化星大 
类瞬学部 


化教大旭川 

类撃部 

化見工大 

化教大旭川 

札幌大 

化星大 

札幌大 

化教大旭川 

札幌大 


〔順位〕①化海道教育大訓路分校 
⑥化星学園大③化見工業大④化海 
道教育大旭川分校⑥化海道大医学 
部⑥札幌大 

マ男子3部 

訓路蓋大 说 IW 化海道実 
札幌学院大 道都大 
馴路公立大 お—巧 学園大化見 
化海道工大 巧—2 学圃大化見 

馴路蓋大 道都大 

札幌学院大 ％—巧 化海道工大 
札幌学院大 说 一9 学圃大化見 

道都大 化海道美 
訓路蓋大 札擊院大 
道都大 学圃大化見 
〔順位〕①馴路公立大②札幌学院 
大③道都大④化海道工業大⑥化海 
学園化見大 
マ女子 

化教大旭川 巧—$2 化星大 
道か短大 巧 18 化星大 
化教大旭川 W — 巧 道女短大 
〔順位〕①化海道教育大旭川分校 
③北海道女子短期大③化星学園大 


索が学を 


東化福奠 

東化福祉大 
東化学院大 
東化学院大 
東化学院大 

仙台大 


519 
3 1 

2—2 
3 2 

W ふ 

713 
2 2 

514 
2 2 

016 
3 2 


K ヒた 
一® T TT ブ 

福島大 

仙台大 

一 ヒて 
身ゴブ 

福島大 

資ヒた 
身 TT ブ 


仙台大 —巧 福島大 
東北大 Tn 福島大 
〔順位〕①東化学院大②東化福祉 
大③仙台大④東化大⑥福島大⑥岩 
手大 

►男子2部 

山形大 糾—掛 弘前大 
宮城教育大 巧—2^ 茄前大 
始前大 が一如 日大工学部 
山形大 宮城教育大 
山形大 曰大工学部 
宮城教育大 说 1:3 日大工学部 

〔順皆①山形大③宮城教育大③ 
故前大④日大工学部 

▼女子 


東 i 祉大 お 
東化福祉大 T 7 
東化福祉大 g —4 
東化福祉大 Y 6 

福島大 別 IU 


( W 月3〜6日/仙台卞，ド育館) 


岩手大 

岩手大 


巧—7 

812 
2 1 


若手大 
福島大 

宮城教育大 

山形大 
岩手大 

宮城教育大 

山形大 


おしませ自然。 

シャトレ I ゼのわお子は山が脊ち。 

H 本一の梁类郷と極^の酪農地帯です。 
澄んだ空気と盟かなちがを、 

満載しています。 

そして' 日本中をわいしいち賴でみたをぅと 
シャトレ—ゼのフレッシュパロ1、 

ハンドボ1ル部とらども' 

別世紀じ向ぞ、 

さらにた きく 飛蹈 しよラと しています。 
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毕 大 法大 
中 大化 —S 明大 

順 大 S ふ 筑波大 
法 大撕日体大 
巧.大 国±館大 
〔順位〕①早稲田大②国±館大③ 
日本体育大④法政大⑥筑波大⑥中 
央大③順天堂大⑧明治大 
▼女子1部 

日体大 千明短乂 
筑波大 日女体大 

東女体大 如—巧 東海大 
口体大 S —9 千明短大 
筑波大 日女体大 
萊女体大 TU 東海大 
日体大 東海大 
筑波大 T 8 千明短大 
東女体大 じ 日女体大 
日体大 お一の 東海大 
蔬波大 Y 9 .千明短大 
お女短大 お一巧 日女短大 
東海大 千明短大 
日体大 WIS 日女体大 
筑波大 进—別 東女体大 
東海大 Tn 千明短大 
日体大 TM 日女体大 
東女体大 筑波太 
東女体大 千明短大 
東海大 日女体火 
筑波大 S — バ 日女体大 
柬かか大 TU 千明短大 
日女体大 東海大 
筑波大 別—の 日体大 


日女体大 巧 IU ぅ明短大 
筑波大 把—7 東海大 
東女体大 日体大 
日女体大 お IW 千明短大 
筑波大 の123 東海大 
東女体大 ?n 日体大 
〔順径①東京女子体育大②筑波 
大⑤日本体育大④日本女子体育大 
⑥東海大⑥干葉明徳女短大 


お厦麓学空 


( 9月挑日〜 W 日/富山市体育义 
化センタ ー) 

►•男子1部 

新潟大 金工大 
金工大 ?6 福井大 
金工大 T 9 信州大 
金工大 富山大 
新潟大 別福井大 
新潟大 ?6 信州大 
新潟大 ％ —巧 富山大 
福井大 の IW 信州大 
富山大 ^ — ^ 福井大 
富山大 g—w 信州乂 
〔順位〕①新潟大②金沢工業大③ 
富山大④福井大⑥信州大 
►男子2部 

金沢大 の富医大 
金沢大 S — 9 長野大 
富医大巧 長野大 
〔順位〕①金沢大②富山医科薬科 
大③長野大 


▼女子 

金沢大 23 IU 富山大 

信州大 Yn 富山大 
仁愛短大 T 8 富山大 
新潟大 富山大 
金沢大 23152 信州大 
仁愛短大 じ —U 金沢大 
新渴大 金沢大 
信州大 仁愛短大 
新潟大 じ—9 信州大 
仁愛短大 YU 新瀉大 
〔順位〕①新潟大③信州大③金沢 
大④仁愛短期火⑥富山大 


関国学を 


▼男子！部 

大体大 お一巧 大経大 
大体大 桃山学院 
大体大 SI 3 関大 
大体大 YM 京産大 
大体大 WIW 同志社大 
大体大 g — 巧 立命館大 
大経大 おーバ 桃山学院 
関西大 巧|?3 大経大 
大経大 京産大 
大經大 TM 同志社大 
大経大 立命館大 
同志社大 桃山学院 
同志杜大 巧 — J ^ 関 大 
同志社大 京産大 
同志社大 巧—別 立命館大 
桃山学院 関 大 
関 大巧—？3 京産大 
関 大 53—?; 立命館大 
桃山学院 31:5 京産大 


立命館大 Is 桃山学院 
京産大 別立命館大 
〔順位〕①大阪体育大③大阪経済 
大③同志社大④関西大⑥桃山学院 
大⑥立命館大⑦京都産業大 
▼男子2部 

近 大 甲な 天理大 
近 大如ム 大教大 
近 大記ム 仏教大 
近 大で S 京教大 
近 大 S —25 関外大 
近 大 和歌山大 
天理大 大教大 
仏教大 天理大 
京教大 天理大 
天理大 挑 I な 関外大 
天理大 把—故 和歌山大 
大教大 ^—^ 仏教大 
京教大 大教大 
大教大 関外大 
大教大 挑—2 和歌山大 
京教大 が一 ？： H 仏教大 
仏教大 関外大 
仏教大 和歌山大 
関外大 京教大 
京教大 和歌山大 
関外大 和歌山大 
〔順位〕①近畿大②京都教育大③ 
大阪教育大④仏教大⑥天理大⑥関 
西外語大⑦和歌山大 
▼男子3部 

京 大ザ U 大府大 
京 大 神戸大 
京 大 §5—巧 龍谷大 
京 大 TU 大阪大 
京 大 巧 大市大 


各地学生秋季ク戦から 
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奈兵大奈大兵奈大奈兵龍奈大 
教教外教外教教外女教を教外 
大大大大大大大大大大大大大 


追手門大 
京女大 
京府大 
大府大 
園田大 
追手門大 
京府大 
大府大 
圃巧大 
京府大 
大府大 
園田大 
京府大 
園田大 
京府大 

和歌山大 
京女大 
追手門大 
大府大 
園田大 
京府大 


各地学生秋季ヴ戦から 


神院大 京大関 学 說—別 奈良大 
神戸大 大府大関 学 甲 S 奈教大 

大府大 巧—對 龍ハ八日大 
大府大 巧—對 大阪大 


大市大 

神院大 

祁戸大 

神戸大 


812 
2 2 

W — W 

619 
3 1 


大府大 
大府大 
龍を大 
大阪大 


大市大 の—2^ 神戸大 
神院大 S — 化 神戸大 
龍谷大 巧 j 糾 大阪大 
大市大 如—巧 龍谷大 


神院大 

太市大 


抓—说 
si 游 


神院大 お—の 
大市大 


龍を大 
大阪大 
大阪大 
神院大 

〔順位〕①京都大②神戸学院大⑤ 
大阪市立大④神戸大⑥大阪府立大 
@龍を大⑦大阪大 

マ男子4部 

大院大 甲南大 


閱 学 
巧•南大 
京工大 
甲南大 
阳-南大 
関 学 
大院大 
京工大 
を良大 
な教大 
閱 学 
関 学 


〇—4 
2 1 

〇 —5 
2 1 

〇—8 
2 1 

31 〇 
2 2 

2—〇 
3 3 

612 

3 2 

的—^ 

YO 

3—6 

4 2 

ザ0 

2 — 5 
2 1 

5 — 3 
2 2 


甲南大 
滋賀大 
甲南大 
奈良大 
奈教大 
大院大 
滋賀大 
大院大 
大院大 
大院大 
滋賀大 
京工大 


京 H 大 
奈良大 
滋賀大 
京工大 
京工大 
奈良大 


214 

00 IX 

8—4 
2 1 

4—3 
2 2 

219 
2 1 

817 
2 2 

817 
2 2 


滋賀大 

滋賀大 

奈教大 

奈良大 

奈教大 

奈教大 


4—1 
2 2 

-—一 _9 

2 1 

がふ 

T8 

8—1 
2 2 

別ム 

6 1 2 
IX 

7 — 6 
2 1 

T 9 

715 
2 1 

3_1 

3 1 

7 1 7 
2 1 

2 1 2 
nxw 1 

〇 —5 
3 1 

714 
2 1 

W ム 

3—5 
3 1 

917 
1 1 

^— n 

6 1 4 
2 2 

8 1 6 
クー -— i 


大産大 
追手門大 
大工大 
兵教大 
神商大 
姫工大 
追手門大 
大工大 
兵教大 
神商大 
姫工大 
大工大 
兵教大 
神商大 
姫工大 
兵教大 
大工大 
姫工大 
兵教大 
兵教大 
ぶ工大 


〔順位〕①姫路独協大②大阪産業 
大③追手門学院大④神戸商船大⑥ 
大阪工業大⑥姫路工業大⑦兵庫教 
育大 

►男子6部 

京府大 大歯大 
京府大 別 IW 大薬大 


大教大 

関外大 


314 
2 1 

4 17 
2 1 


仏教大 
京教大 


京府大 


京外大 


大外大 


京府大 


〔順位〕①関西学院大③京都工芸 
繊維大③奈良大④甲南大⑥奈良教 
育大⑥滋賀大⑦大阪学院大 
►黄子5部 
姫独大 
姫独大 
姫独大 
姫独大 
姫独大 
姫独大 
大産大 
大産大 
大産大 
大産大 
大産大 
追手門大 
追手門大 
追手門大 
追手門大 
大工大 
神商大 
大工大 
神商大 
姫工大 
神商大 


大薬大 大歯大 
大歯大 京外大 
大外大 化 大歯大 
大薬大 京外大 
大薬大 け—;^ 大外大 
京外大 の一 52 大外大 
〔順哲①大阪薬科大璧巧都府立 
大⑤大阪外語大④京都外語大⑥大 
阪歯科大 
►女子1部 


大体大 
大体大 
大体大 
大体大 
大体大 
大体大 

震川寞 

震川寞 

武庫川女大 
武庫川女大 
武庫川か大 

天理大 
天理大 
天理大 
天理大 
大教大 
大教大 


416 
0^ 1 

TU 

3 — 〇 

3 1 

TU 

〇—6 

4 1 

919 

3 1 

5!1 
2 2 

8 1 6 
2 1 

114 

4 1 

914 

3 1 

3—6 

4 1 

716 
1 1 

2 — 7 
2 1 

〇—2 
4 1 

別 —じ 
8—7 

IX 

Tn 


武庫川か大 

天理大 
大教大 
関外大 
京教大 
仏教大 
天理大 
大教大 
関外大 
京教大 
仏教大 
大教大 
関外大 
京教大 
仏教大 
関外大 
京教大 


関外大 姑—；3 仏教大 
仏教大 描—お 京教大 
〔順位〕①大阪体育大②武庫川女 
子大③天理大④大阪教育大⑥関西 
外語大⑥仏教大@京都教育大 
▼女子2部 

成膜大 T 5 神戸大 
成膜大 立命館大 
成膜大 関大 
成膜大 T 9 関 学 


成膜大 

成膜大 


〇 15 
00 1 


大薬大 

滋賀大 


立命館大 g —7 神戸大 
立命館大 関大 
立命館大 リ関 学 
立命館大 太薬大 
立命館大 巧 —U 滋賀大 


関 大 巧—5 
関 大 n—8 
関 大 SI 8 
関 大 进 — 7 
関 学 


神戸大 
関 学 
大薬大 
滋賀大 
神戸大 


大薬大 関 学 
関 学 2218 滋賀大 


神戸大 


大薬大 


滋賀大 UI9 神戸大 


滋賀大 


-U 大薬大 


〔順位〕①大阪成膜女短大③立命 
館大③関西大④関西学院大⑤滋賀 
大⑥大阪薬科大⑦神戸大 

►女子3部 

〇 A ブロック 

甲南大 Y4 兵教大 
甲南大 616 奈女大 


甲南大 S —8 
甲南大 巧—7 
甲南大 UIU 
龍谷大 ?5 
龍谷大 — 8 
龍谷大 

龍谷大 SI 7 
奈女大 n — 4 
奈女大 巧 —M 
奈女大 ?8 
兵教大 

奈教大 巧 Is 
大外大 210 
。 B ブロック 

和歌山大 WI6 
和歌山大 213 
和歌山大 バ —3 
和歌山大 917 
和歌山大 SI 1 
京女大 ?6 
京女大 Y 6 
京女大 K —7 
京女大 WI 3 
追手門大 W —4 
追手門大 

追手門大 513 
大府大 ^ — 9 

大府大 Y 5 

圃田大 SIO 
。順位決定戳 
甲南大 Y 5 
龍谷大 益 — W 
奈女大 2 — 9 
兵教大 


大外大 

奈教大 


ザ。 

To 
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い順位〕①甲南大③和歌山大③龍 
咎大④京都女子大⑥奈良女子大⑥ 
追手門学院大⑦兵庫教育大⑧大阪 
府亞大 ® 大阪外語大⑩園田学園女 
子大⑩奈良教育大⑩京都府立大 


を-四国学空 


(日程場所不明) 

▼男子1部 

山口大 広島大 
山口大 巧 IU 松山大 
山口大 巧 愛媛大 
山口大 香川大 
に島大 別—別 松山大 
広島大 の—2^ 愛媛大 
お島大 U — W 香 W 大 
愛媛大 22— 巧 松山大 
が山大 2^—2 香川大 
愛媛大 香川大 
〔順位〕①山口大②広島大⑤松山 
大④愛媛大⑥香川大 
▼男子2部 
徳山大 
离知大 
高知大 

高知大 

岡山大 

徳山大 

被山大 

喜修道大 

岡山大 

實靈大 


〔順芭①高知大②徳山ブ感岡山 
大④広島修道大⑥近畿大 

マ男子3部 

套経済大 徳山大 
広島経濟大 広島 H 業大 
喜経済大 別—巧 島根大 
広島雲大 巧 鳥取大 
徳島大 巧 に島工業大 
徳島大 別—巧 島根大 
徳島大 如—對 鳥取大 
富工業大 島根大 
広島工業大 別—2 鳥取大 
島根大 鳥取大 
〔順位〕①広島経済大②徳島大⑤ 
広島工業大④島根大⑤鳥取大 
►女子1部 

広島大 巧|^2 岡山県短 
広島大 愛媛大 
広島大 高知大 
岡山県短 TU 愛媛大 
岡山県短 KIU 高知大 
愛媛大 じ —U 高知大 
〔順位〕①広島大②岡山県立短期 
大③愛媛大④高知 
マ女子2部 

岡山大 ^—2 岡山女短大 

岡山大 T 3 鳴門教育大 

鳴門教育大 ?8 岡山女短大 

〔順位〕①岡山大⑤鳴門教育大③ 

岡山女短期大 


U — W 高知大 
岡山大 

広農修道大 

挑—22 近畿大 

徳山大 

如 IW 広島修道大 

近畿大 

岡山大 

の—パ 近畿大 

糾近畿大 


各地学生秋季リ—ク戦から 


- 27 — 













7 

不本大大羽 岐 

垣垣島 阜 

破巣女東化 東 


郡大益カロ 
垣 

上化田納 


矢富相南 
A 

中岡生幡 


大中大海 
垣京垣津 
東商工化 


塚富梅 
岡 

沢西困 


81819 

I I I 

6 2 9 


27 24 

I I 

1115 


1617 2127 

I I 11 

6141312 


28 2134 22 23 23 20 

! I I I I I I 

813 8 915118 


相矢局 
生中南 


' 2416 23 
.111 
41113 2 


1117141816 2817 26 
11111111 
10 41010 312 9 6 


18 24 22 28 
1111 
8 8 8 5 


14 21 

I I 

1310 



高山西 
瑞 浪 
各務原西 


前橋一 
前橋三 
下仁田西 
富岡西 
梅 田 
甘楽一二 
藤岡化 


藤岡南 
甘楽一一 

2富岡東 


養老女商 
県岐阜商 


各務原 
高山エ 
中濃西 
岐阜エ 
可 児 
大垣化 
斐太 
県岐阜商 

加 納 
岐陽 
岐阜化 
各務原西 


小学校ほか) 
へ男子〉 

▼1 回戟 
南八幡 
相 生 
藤闽南 
富 岡 
甘楽二 
矢 中 
富岡東 
► 2 回戦 
富岡南 
藤岡南 
甘楽二 
富岡東 
▼準決勝 
富岡南 
富岡東 
▼決勝 

富岡南別 

〈女子〉 

▼1 回雜 

高 南 

矢 中 

相 生 


富岡南 
富岡南 
富 岡 
岡③富岡南 



へ男ま 
T 回戟 
各務原 
岐阜西エ 
岐阜南 
各務原西 

▼ 2 回戟 
市岐阜商 
加納 
岐 陽 
岐阜西エ 
岐阜南 
岐阜化 
岐阜東 
各務原西 

▼ 3 回戦 
市岐阜商 
岐阜西ェ 
岐阜南 
岐阜東 


岐阜西ェ 
岐阜南 


►.準決勝 
市岐阜商 
岐阜東 
▼決勝 


巿岐阜商な- 

〈女子〉 
y 1回戦 

養老女 の一 6 
加 納 2217 
富田女 T 1 
益 田 816 
県岐阜商 W —1 
大垣化 ?0 
郡 上 ^14 
高 山 UI8 
▼ 2 回戦 

養老女商 パー 2 
富田女 UI3 
県岐阜商 巧— 6 

高山 で 2 

5霞 

富田女 

高山 ^318 
▼み勝 


►.2回戦 

富岡東 WI 4 
富岡南 巧—22 
富 岡 洗—7 
▼•決勝リ^グ 
富 岡 22 1 9 
富岡東 W — 8 
富岡東 — w 
〔順疫①富岡東③富 



岐阜県富校辕体 


(8 月22、巧日/岐阜南高校グラ 
ンド) 


綾ヶ沢 柏 農 
慘ケ沢 五所川原 
〔順倭①倏 I ケ沢②五所川原③柏 
木農 



第巧固群篤.県中爭磯体 
へ7月 W 、 別日、8月1日/富岡 


る化のから… 

I 別④青森東⑤青森商 


青を3^^^地底高校秋ま大を 

(9 月の、 g 日/青森商業高校) 

▼男モリーグ戦 

青 森 青森東 

青森商 青森南 

青 森 巧 今 別 

青森商 青森山田 

今 別 T 9 青森東 

青森山西 青森南 

▼.5位決定戦 

青森東 青森南 

▼-3位決定戦 

今 別 W —9 青森山田 

で队勝 

晋森商 T 6 青 森 

マ女子リ I グ戦 

青森東 818 青森商 

靑森西 巧—7 今 別 

青森中央 別—2 青森東 

青森西 巧—2 青森商 

青森中央 T 6 今 別 

脊森西 別—1 青森東 

今 別 ザ3 青森商 

靑森中央 S —2 青森商 

今 別 T 1 青森東 

靑森西 青森中央 

〔順位〕①青森西②青森中央③今 


青森県處地区直城執を大全 

(9 月の、的日/野辺地高校) 
▼男子リーグ戦 

野辺地 お|;2 三本木農 
一二本木 巧—6 と 戸 
十和田 H パ IU 七 戸 
S 本木 加 —U 一二本木農 
野辺地 の十和旧エ 
七 戸 YU 一一一本木農 
野辺地 別一二本木 
一一一本木農 じ 十和田エ 

二一本木 十和田 H 

野辺地 セ 戸 

〔順色①野辺地③二一本木③十和 

田 H ④セ戸⑥一二本木農 

女子リーグ戦 

六ヶ所 巧—4 野辺地エ 

野辺地 U — 3 一二本木 

一一一本木 615 六ヶ所 

野辺地 别 —3 野辺地エ 

野辺地 53— 目 六ヶ所 

一一一本木 912 野辺地エ 

〔順芭①野辺地②兰本木⑤六ヶ 

所®野辺地エ__ 

第り回青堅 D 覆秋 WH < を 

( W 月の日/綾ヶ沢离校) 

▼男子リーグ戦 

五所川原 Yu ぶ 農 


一 ^ 8 — 

















— w 広島 

アジア八ンドボ—ル選手権大会 
を成巧させよラが： 

—第 B 回男子•第3回女子アジア八ンドボール選手権大会 
兼パルセロナオリンピックアジア地区予選— 

(曰程】 I 九九1年八月二十二日紙〜九弓昌 

(大舍会場】に島サンプラザ•広島市東区スポ—ツたンタ— 

㈱ 日本八ンドボール協を 
広島県八ンドボール協を 







お田淳子は、東洋証券が、 
巧きになっちゃったみた t 、です。 


4 

の万円から始める、あかるい財テク 

副 届 aa 

なま洋証券 



13 巧京がやみ径曰本橋 1 -卽-日■耍話:. 03 巧 74)0311 
■巧か；ロンドン•ニューヨーク•香港 
が. 3 日日巧巧■東京•大极•広島一部上場 


(財)日本ハンドボ—ル協会編 

『ハンドボ—ル』 


第一110四号 


昭和四十年六月七 F 平成二年十一巧二十六日が刷 
第兰種郵便物認可平成一一年十二巧一日発行 


東京都渋を区巧吊-.—一—一捕案素 
を話れぉ品)こ一ーニハ - 
お替まを六—•五を二四 A を発巧7 
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/年間購読料 
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